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一
大 管長 会 メ ッセー ジ 大管長 ス ベ ンサ ー ・W1・ キ ンボ ール

アブラハムの模範

アブラハムは家庭を管理する模範を示 した

1823年9月21日 、天使モロナイは、ニュー ヨーク州マン

チェスターのジョセブの父の家で、予言者ジョセブ ・ス ミ

スに現われた。その ときの啓示に、天使 はマ ラキ書第4章

の予言をこう引用 した。 「見よ、主の大いなるおそるべ き

日の来る前に、予言者エライジャの手によりて、われ神権

を汝に顕さん。」(ジ ョセブ ・ス ミス2：38)2，300年 ほ

ど昔に告げられたこの予言は1829年 の初夏に成就 し、ジョ

セブ ・ス ミス とオ リバー ・カウ ドリは、ペテロ、ヤコブ、

ヨハネの3人 か らメルケゼデク神権 を受けた。この3人 に

ついては、教義 と聖約に、 「わが汝 らに遣 わして、汝 らを

聖 職に按手任命 し激 らの使徒 たること、また汝 らがわが名

の特別の証人たることを確認 し」(教 義 と聖約27：12)と

記 されている。
「神 の御子の神権の聖なる神権 」(教i義 と聖約107：3)

と呼ばれたメルケゼデ ク神権 の回復 は、この神権時代にお

ける人間にとつてこの上 なく重要な出来事である。神権は

人の救いに関わるすべての事柄 を執 り行 なうために地上の

人間に委任 された神の権威、権能である。 それは、主が人

を動か して人の身と霊 を救 うための手段である。 この神権

の力なくして人は救われない。 この力によってのみ、 「教

会員のすべての霊に属 ける祝福の鍵 を保 ち」、「天の王国の

奥義 を受 くる特権 を有 し、諸々の天は開かれ」(教 義 と聖

約107：18、19参 照)、 新 しくかっ永遠の結婚誓約に入 り、

妻子 と永遠の絆で結ばれ、永遠に子孫の族長 とな り、主の

祝福 の完きを受けることがで きるのである。

愛す る兄弟姉妹、神権の召 しを雄々しく果たす人々に、

いかに大 きな祝福が約束 されているか をしばし考 えていた

だきたい。 「およそ忠実に してわが今語れる二つの神権 を

得 、而 してその天よりの召を全力を尽 して遂行す る者たち

は、 『みたま』により聖められてその肉体再新 さる。これ

らの者はモーセの息子たちとな り、アロンの息子たちとな

り、アブラハムの子孫 とな り、また教会員にして王国の民

となり神の選民 となる。」(教 義 と聖約84：33、34)

神の選民!し ば し考えてみれば、妻子 と共に神の選民

になるに値するとしたら、そのためにはいかなる犠牲 も惜

しくないことを知 るはずである。 しか し、この大いなる祝

福の約束には条件がある。条件のないものはひとつ として

ない。復活すらそうである。私 たちは前世 で、不死不滅の

体 を授か るに必要な資格 を得なければならなかったのであ

る。

そ して、あらゆる祝福は忠実さにかかっている。人は条

件付 きの約束 を受けて神権に聖任 され、忠実を条件に神殿

で結婚 し、結び固めを受ける。私の知る限 り、世 には忠実

な くして受け られる祝福はない。

神権に忠実な者 とは、 「召を全力を尽 して遂行 し、」「神

の口よ り出るすべての言によりて」(教 義 と聖約84：33、

44)生 き、それによって誓約を完 うする者である。 この資

格には、ただうわべだけの従順 よりもはるかに深い意味が

あると思われる。ただ少しばか りの集会に出席 して責任を

通 りいっぺんに果たすことでな く、は るかに多 くのことが

求め られる。体 と霊 との完成が含まれ、平常の義務 という

感覚 をはるかに越えた奉仕 も含 まれるのである。 「見よ、

召さるる者は多けれ ども選ばるる者は少 し。」(教 義 と聖約

121：34)

キ リス トは、忠実な神権者の至高の模範である。聖典を

調べ ると、この無上の模範者に従 って、神権に約束された

祝福にあずかるにふさわ しい者 となった大勢の人々の話が

ある。そのひとりが父祖アブラハムである。アブラハムの

生涯は、家族の立派な族長にな りたい と願 う教会員の父た

ちの心 を、鼓舞し高揚する模範である。

私 たちは聖典の中からアブラハムの性格 について幾ばく

か知 ることができる。彼は聖なる神権 を通 して得 られる大

いなる祝福にふさわしくなろうと、忠実に努力を重ねた。
「また、わがために更に大いなる幸福 と平安 と安息とあ

るを知 りたれば、われは先祖の祝福 と、この祝福 を他に施

す職に按手聖任 されんこと乞い求めた り。而 して、われは

義 に随 う者なりければ偉大なる知識ある者たらんと望み、

義 に随 う更に大いなる者たらんこと、また更に偉大なる知

識を持 ち多くの国民の父、平和の君たらんことを望み、ま

た数々の教 えを受けんこと、神の誠命を守らんことを望み

たれば、われは先祖 に属ける権能 を保つ正当の世 嗣、大祭

司 となりたり。」(ア ブラハム1：2)

アブラハムの家族は、 「彼 らの義 ……よ り背 き」(ア ブ

ラハム1：5)、 偶像崇拝 を行 なったが、彼は忠実な者の
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ために備えておかれた祝福を知 り、神の戒めに従お うと熱

心に努めた。彼は「神 より命ぜ られたることの外何事をも」

(教義 と聖約132：37)行 なわず、その従順 さによって神
、にふさわ しい者 となった。アブラハムの従順 さとそれに伴

って受けた祝福は、主が聖典全体を通 じてご自身を 「アブ

ラハムの神 、イサクの神 、ヤコブの神 」と呼ばれたほどで

あった。(例 ：出エジプ ト3：6、 ここで主はそう名乗っ

ておられる。)

アブラハムが主のみこころに従順であったことには、数

々の例がある。創世記では、神 はアブラハムに、家の中の

男子全員に割礼 を施す よう命 じておられる。アブラハムは

その命令 を受けたとき、 「はい、主の命令に従います。 し

か しまず羊 を別の野原に連れていって、テントの修理 をし

なければなりませ ん。今週の末か、遅 くとも来週の初めに

は行 ないます」とは答えなかった。.彼は従 うことを引き延
ばさず、す ぐに行 って'「この日」(創 世17：26)割 礼 を受

けた。

それと同様に、いやそれよ りももっと印象的なのが、ひ

とりの息子のイサクをいけにえに捧げよという神の命令に

対 する彼の従順である。アブラハムはこれを受け入れ難い

事柄 として避けることも、また、完全に無視す ることさえ

もできたはずであるが、そうはせず、翌朝早 く起きて言わ

れた場所へ 出かけて行 ったのであった。
㌔主のみこころをなすために

、早起 きをする教会員はどれ

だけいるだろうか。 「はい、家庭の夕べは します。でも子

供たちがまだ小 さいので、もっと大 きくなってから始あ る

つ もりです」 と、私 たちはどれだけ言 うことか。 「はい、

食料貯蔵や人を助けるこどという戒めに従 います。ただ、

今は時間 もお金 もタいのでもう少し後で……」と、どれだ

け言うことか。ああ、なんと愚かな人々 よ!引 き延 ばし

ているうちに、刈入れは終わ り、救いを受けられな くなる

であろう。今 こそアブラハムの模範に従 うときであ り、今

こそ悔 い改めるときであり、今こそ神のみこころにす ぐさ

ま従 うときである。

アブラハムはまたほかの意味でも大きな模範である。一

例 を取れば、万事に忠実であった彼は、家族のために啓示

を受けることがで きた6.実 際、彼はたびたび主 と 「顔 と顔

とを合せ て」(アブラハム3：11)語 っている。啓示の祝福

は、だれ しもが求め るべ きものである。義 しい人ならば、

家族 を導き、その他の責任 の助け ともなる啓示の「みたま」

を、自分が受けていることを知 っている。 しかし私たちは

アブラハムのように、自分の生活を整え、常によく主 と語

り合い、主をよ く知ることによって、そのような啓示 を受

けるにふさわしくなろうと努め るべ きである。

アブラハムは万事 につ いて主のみこころを行 ないたいと

願って、自分つ家族 を義 しく治めた。ほかの様々な責任 も

さることながら、，子供 たちに模範を示 して福音 を教 えると

いっことに失敗 したな らば、 自分の受けた最 も大切 な管理

の職 を果たさないことになることを、彼はよく知っていた。

アブラハムの家庭での模範 と教えは、主がこのように言わ

れたほ どであった。 「わたしは彼が後の子らと家族 とに命

じて主の道 を守 らせ、正義 と公道 とを行わせ るために彼を
知ったのである。」(創 世18：19)「 父よ、あなたは正 しい

道 を歩んでいるか」というパ ンフレッ トにこうある通 りで

ある。
「父親は指導者です

。それ も最 も大切 な指導者です。 そ

れは過去 において もそうでしたし、将来 も変わりないでし

よう。あなたは家庭にあって管理する人です。これはふさ

わ しいか らとか資格があるか らとかにかかわ りな く、神が

定めた律法であ り神 とめ約束なのです。食卓で祈 りを捧げ

るとき、また家庭の夕べの ときにあなたは家庭 を管理 しま

す。そして主の 『みたま』の導 きによ り子供たちが正 しい

原則に従 って教え られているかどうか を見届けるのです。

あなたは家族に祝福 を与えます。また子供 たちをしつけ、

いろいろな規則を教えるにあた り、あなたは積極的な役割

を果たします。 あなたは指導者 として、一致 と愛に満ちた

家庭に与えられる祝福 を受けられるよ.う計画 し、犠牲を払
わなければな りません。 これを達成す るには、生活を家庭

中心に変えてい く以外にありません。」

父親母親の第一の責任 は自分の家庭にある。夫婦が協力

す るときに、主が望んでお られるような家庭ができる。お

互いに、また子供 たちに愛 と思いや りを示す ことで、決 し

て渇 くことのない霊的な力が蓄えられ るのである。

しかし、子供 たちのためにその霊の貯水池 を造 らず、別

の水源 だけに頼っている家族 もある。彼 らは 日曜学校やセ

ミナ リーに頼るが、そのようにして造 られる貯水池はすき

まや穴だちけの石 と木 と枝でできたダムのようであ り、洪

水にはわけな く流されてしまう。教会の補助組織は非常に

大切 であ り、私たちはだれもがその祝福にあずか るべきで

ある。 しかし、子供 にイエス ・キ リス トの福音を教えるど
い う親の責任 を、それに肩代 りさせてはならない。決 して

肩代 りさせてはならない!ア ブラハムは息子イサ クのた

めに強固な霊の貯水池を、決 して干上がることのない貯水

池を造った。 そのイサクが旧約聖書の偉大な族長のひとり

になったことを私たちは知っている。

ジョセブ ・F・ ス ミス大管長 はそのことについて、私た

ちに貴重な勧告を与えている。 「心の中に神のみたまを宿

しなさい。霊 と力によ り、実践によって……子供に教えな

さい。あなたが熱心であって、教 えるこどを自らも実践 し

ていることを子供 に見せ なさい。これらを専門家に任せず、

あなた 自身の説服 と模範により、炉辺で子供に教えなさい。

あなたが真理の専門家にな りなさい。単なる指導教師でな

く、集会、学校、組織 を自分の ものとし、それらを家庭に

おける私 たちの教 えと訓練を補 うものとしなさい。」(「福音

の教義 」第2巻P.37)私 たちはこの勧告に従お うでは

ないか。 そうすれば主は私たちの努力を喜ばれ、私たちは

真心をもって義務 を果たすことからもたらされる平安 を知

るであろう。

だが私たちは、正 しい行 ないを家庭 だけに限ることはで

きない。 隣人の祝福 とな るこ とはできる限り行 なうべき

である。隣人に対する私 たちの責任 のひ とつが伝道である。

アブラハムはこの点において も模範であった。主はこう言

って彼 を召された。「われ汝をハランの地よ り携え出して、

外国にわが名を持 ち行 く導 きと教えを施す者となさんとす

ればなり。」(ア ブラハム2：6)す でに隣 り人に福音を

証 していたアブラハムは、新 しい土地へ旅 し、福音 を説 く

よっにとい っ召 しを受け入れた。家族 と 「ハ ランにて得た

る人々」と共に・出発 したのであるd

主は、ちょうど4千 年の昔に、僕アブラハムを宣教師に

召 されたように、現在 も聖徒たちを召 しておられる。私た

ちは全貝が宣教師でなければならない。 また、息子たちに

専任宣教 師となるための準備 をさせ なければな らない。福
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音を伝えようと幾らかでも努力したことのある人は、この

世の兄弟姉妹に福音を分かつ喜 びを証することがで きる。

福音を広める私 たちの努力は、まだあまり成果 をあげてい

ない。私たちは もっと行 なわなければならない。アブラハ

ムの ように、世に福音 を宣べ 、ただ 口で言 うにとどまらず、

福音に従って生活す ることによって、人々に真理を示 さな

ければならないのである。

私たちは悔い改め と赦 しのもたらす平安 を経験 し、その

平安 を世 に告げなければならない。義の模範者アブラハム

は、兄弟たちの間に平和を求めた。彼 はロ トにこう言った。
「わたしたちは身内の者です

。わたしとあなたの間に……

争いがないようにしましょう。」(創世13：8)身 内で平

安 を見出したか らには、私たちは忍耐 と思いや りと柔和 と、

会うすべての人にキ リス トの純粋な愛を抱 くことによって

それ を分かち合うべ きである。

そのような平安 は誠実によってのみ得 られる。神 と誓約

を交わしたならば、何 として もそれを守 るべ きである。規

律 を守 ると約束しなが らその誓いを破って、いつ までもか

くしおおせるかを試す学生のようにはならないようにしよ

うではないか。2年 間主に仕えると約束 しながら、怠惰 と

言い逃れで時間を浪費する宣教師のようにはならないように

しようではないか。朝に聖餐 を受けながら、午後には掃除

をした り、テレビを見たり、奉仕の時間を後回しに昼寝 を

した りして、安息、日を汚す教会員のようにはならないよう

にしようではないか。私 たちはアブラハムのような誠実 さ

を持って、神 と交わした厳かな誓約を真剣に守 ろうではな

いか。
「時にソ ドムの王はアブラハムに言った、 『わたしには

人をください。財産はあなたが取 りなさい』。アブラハムは

ソドムの王に言った、 『天地の主なるい と高 き神 、主に手

をあげて、わたしは誓います。わたしは糸一本でも、 くつ

ひも一本でも、あなたの ものは何 も受けません』。」(創 世

14：21-23)

ソ ドムの王はアブラハムと主 との誓約のことがわからな

かった。アブラハムは王の財産をもらって金持になること

もできたが、すでに誓いを交わしていて、彼はその誓いを

破る気持がまった くなかった。ああ、神 の子供 たちが皆そ

のように誠実であったならよいものを!

アブラハムはあらゆる点で神に誠実であった。よ く引用

されるのは、アブラハムが神 に 「すべての物の十分の一 」

を捧げたことである。アブラハムが義 しいことをす るのは、
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自分たちよりも簡単だったと思 う人はいないだろうか。心

中、アブラハムには主の特別な力添えがあったか ら、偉大

な義人になれたのではないか と考えは しないだろうか。そ

れとも、もし神 のこ とを第一にして生活 したならば、だれ

でもアブラハムのよ『うになれると、考 えているだろうか。

私は皆さんに証 したい。その勇気のゆえに今 は 「最高の栄

に進むを得てその王座 に坐 」している(教 義 と聖約132：

29)ア ブラハムのように、私たちもなれ るのである。その

昇栄は、教会幹部あるいはステーキ部長、定員会会長や監

督だけに与 えられる祝福であろうか。そうではない。それ

は、自分の罪を捨て、聖霊の導 きを得て生活 し、アブラハ

ムの模範に従 って自分 を備 えるすべての人のための祝福で

ある。

教会貝がアブラハムのような誠実さ、従順さ、啓示、信

仰 を持ち、奉仕 を行 ないさえしたならば!両 親がアブラ
ハムの求めた祝福 を求めたならば!彼 らはアブラハムが

受けたような啓示と誓約 と約束 と永遠の報いをも受け るこ

とができるであろう。

父よ、あなたは家族のことをどの ように報告するでしょ

うか。 「生ける神への信仰 を培い、よ く学ぶように勧め、

秩序 と従順 と犠牲を教 えるような雰囲気 を家庭の中に造 っ

たと報告できるで しょうか。 また奥 さんと子供 たちに、天

父が生 きて ましまし、真の教会が回復 されたことを証 した

と言えるで しょうか。 そして生ける予言者に従 ったと報告

で きるで しょうか。そして最後に、あなたの家族が、小さ

な子供 たちにとって安 らぎの場であ り、両親の温かい愛 と

関心 とを受けるところであったと言えるでしょうか。」(「父

よ、あなたは正 しい道 を歩んでいるか」)

ステーキ部長 とメルケゼデク神権定貝会会長にお願いす

る。父親 と定員会の会員が、父親 という召しの重要性 を認

識す るように霊感 を与え指導 していただきたい。 また全教

会の神権者にお願いする。 自分の王国、すなわち自分の家

庭に立ち返 り、親切 と正義公平 をもって、神に従 うよう家

族 に霊感 を与えていただきたい。 そして母親たちにお願い

する。義をもって夫に従い、夫が霊的に高 くなるよう力づ

けていただきたい。

遅す ぎることがないよう、今行動 しなさい。今が、明 日、

そして来週、来年の進むべ き道 を定める時である。今が、

アブラハムのように主に従 い、物事 を一寸延ば しにせ ず、

犯 した罪を悔 い改め、守っていなかった戒めを守 り始め る

時である。安息、日には必ず神権会 と聖餐会に出席 し、什分

の一を正直に納め、実際に教会幹部 を支持 し、教会 プログ

ラムを支援 し、神殿にしば しば参入し(遠 い人はできる限

り)、組織で奉仕 し、積極的な行いと健全な態度を持つよう、

今決意 しなさい。

アブラハムが神権 の召しを自ら求めたことを忘れてはな

らない。彼は神がやってこられるのを待ちは しなかった。

祈 りと従順 な生活によって、神のみこころを知ろうと熱心

に求めたのである。 そこにこそ、主が帰還宣教師と独身男

女全員に与えられるチャレンジがある。 「この故に汝行 き

てアブラハムの業を為せ。」(教 義 と聖約132：32)

アブラハムの模範に従 うとき、私 たちは恵みに恵み を加

えられて成長 し、さらに大きな幸福 と平安 と安 息を見出し、

神 と人から愛されるであろう。彼の模範に従 うとき、私た

ちは家族 と共に、今 も永世 にもわたって、喜びを得、達成

感を味わうことだろう。



さ し絵 ：シ ェ ー ムス ・ク リス テ ンセ ン

あてもないところに
夜 明け も近 い とい うの に、 まだ闇に

包 まれて いた。 そ んな時刻 に、汽車 は

水 を補 給す るため 引込 み線 に入 って止

まった。 見 わたす限 り町の影 は な く、

ただ 山 と密林 のおぼ ろげ な輪 郭が見 え

るだけ だった。 汽車が ボー と蒸気 をふ

か して また線路 に戻 ろ うと した と き、

客 車の座席 に いた背広 にネ クタイ姿 の

メキ シコ青 年が 、ア メ リカ人 の連 れ を

ふ いに ひ じで つつ いた。

「かば ん を取 って
。 さあ 、降 ります

よ。」

まだ眠 たげな友 だ ちの おぼつか な い

抗議 を耳 に入れず 、青年 は彼 をせ か し

て 、朝 の4時 の冷気 の 中、線 路の わ き

に 降 り立 った。 汽車 は シュー ッと蒸気

を吹 き、 ポッポ ッポッポ ッとス ピー ド

を増 して ぐん ぐん遠 ざか っていっ た。

や っ と目の さめ た連 れが 目を疑 うよ う

に、「まだ夜 中 です よ。 いったい どこな

ん ですか 、あて もないの に。次の汽車 は

あす の朝 まで ないんです よ」 と言 った。

「わか って ます よ」 と
、若 いメキ シ コ

人 は答 えて、 「で も、み た まが 降 りる

ように って教 えたん で、それ で降 りた

んです よ。」 連 れは肩 をす くめ た。 そ

う言わ れて は返 す言葉 もなか った。 プ

エ ブ ラ地方 部の地 方部長パ ー ラー長 老

はなか なか の切 れ 者で 、彼 が主 に近 い

生 活 を してい るこ とは だれ もが よ く知

ってい た。

「そ うい うわ けですか
。」 ア メ リカ

人 は平然 とした様子 で、 「さて 、 どう

しますか」 と言 った。 パー ラー長老 は

暗 い中 を指 さ して 、 「まず歩 きま しょ

う」 と答 えた。

彼 らは歩 き出 し、山 を登 りつ めて は

また下 った。 白み始め た空に また 山が

見 え、それ を越 え る とまた 山だっ た。

彼 らはその 山を幾つ も越 えた。 そ して

つ いに 、17マ イル(約27キ ・ロ)も 歩 い

て、 ある村 に着 いた。 彼 らは近 くの小

山に登 り、讃美歌 を取 り出 して一 曲歌

った。 その歌 が終 わ る とまた一 曲、 も

う一 曲 と歌 い、 とうと う村 中の人が 、

何事 か と様子 を見 に山 を登 って きた。

全 貝がふた りの宣教 師を取 り巻 くと、

ふ た りは説教 を始め た。彼 らは丸半 日

も説教 を続け、その説教が終わると近

くを流れる小川をせ きとめ、その場に

いた8歳 以上の全員にバ プテスマ を施

した。そしてひとりの兄弟を長老に聖

任 し、新 しくできた小さな支部の支部

長にして、それから、翌 日の汽車に間

に合 うように と引き返 していった。

現在パーラー長老はメキシコ ・ベラ

クルス伝道部の伝道部長 として、南 メ

キシコに戻っている。ベラクルス伝道

部はバプテスマ数で全教会の先頭を行

き、活発な会員の割合も高 く、青少年

宣教師プログラムも強力である。

山あいのあの小村は、2百 人余 りの

立派な支部 とな り、1名 のフルタイム

宣教師を出して、礼拝堂の建築に希望

を燃や している。

村人たちにとっては、ひとりのモル

モンの長老がその信仰によって、午前

4時 にあてもなく急に汽車を降 りたこ

とが、人生の大 きな岐路 となったので

ある。
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マ リヤ と ヨセ ブ

ダ ビ デ の 末 、恵 ま れ た 者 、

我 ら の 主 の 保 護 者

ロバー ト ・J・ マシューズ

マ リヤ とヨセ ブの物語 は、新約聖 書の 中に美 し く描か れ

てい る。 しか し、 この物語 を深 く理 解す るため には、ふ た

りの生涯 につ いて もう少 し知 る必要 が あ り、 また、ふ た り

の置かれ てい た特別 な社会環 境 につ いて も知 らなければ な

らな い。

まず 、マ リヤが イエ スの地 上 の母 で あ り、 ヨセ ブがマ リ

ヤ の夫 であ る、 とい うこ とを知 るこ とが基本 となる。 マ リ

ヤ とヨセ ブが 、イエスの地上 での父母 として 、 また保 護者

として選 ばれ たこ との意義 を深 く考 えてみ よ う。 イエ ス ・

キ リス トは、霊 的には御 父の長子 で あ り、肉体的 には 、御

父の独 り子 で ある。 そ して、 これが聖典 の全編 を貫 く主題

とな ってい る。 アダム を始 め とす る歴代 の予言者 た ちは、

イエス とその使 命 につ いて証 した。 イエスは前世 ではエ ホ

バ であ った。 そ して、私 た ちの 天父 に選 ばれて 、全 人類 の

救 い主 とな られ たので あ る。

救い主 とい う地位 を もって 、イエ スは、人の救 いに関 す

るすべ て の事柄 において御 父 を代 表 してお られ た。 イエ ス

は、諸 々の世 界 の創 造主 で あった、 また。 自 ら親 し く古代

の族 長や予 言者 を訪 れ 、福 音の聖 約 を交 わ した。 ア ダム を

始 め、エ ノク、ノア、ア ブ ラハ ム、 モーセ、 イザ ヤ 、ニ ー

ファ イ、アルマ 、その他 多 くの人々 も、イエ スにつ いて よ

く知 ってお り、 また、 イエ スを礼 拝 した。 イエ スは 、威 勢

と力に満 ちた御方 であ り、全知全 能 に して 、 しか も、優 し

く慈悲深 い御 方 であ った。 また昔 も今 も、 「イス ラエ ルの

聖 者」 であ り、全地 の神 で ある。

イエ スは、前世 で 購いの業 のため に選 ばれ たが 、全 く同

様 に予言者 た ち も、 その 忠実 さに応 じて、地上 におけ る業

のため に予任 された(ア ブ ラハ ム3：22、23、 ア ルマ13：

2-10参 照)。また この前世 に おいて 、神 の 忠実 な息子 、娘

た ちは 、義 の うちに最初 の教 え を受 け、 イエ スに従 うよ う

にな ったので ある。 さ らに 、予 言者 として予任 され た者 も

いれば 、その予 言者の 父親 、母親 、また妻 として予任 され

た者が いた こ とも確 か であ る。 叱

こ う考 えて くる と、マ リヤ とヨセ ブがあの創世 の以前 の

大 会議 において御 父か らイエ スの地上 での保護者 となる よ

う選 ばれ た と信 ず るこ とに 、何 ら不都 合な点 はな い。マ リ

ヤ に は 、偉 大 な エ ホバ を この世 に もた らす とい う、他 に

例 の ない特権 と責 任が与 えられた。 これに よってエ ホバ は 、

骨肉の体 を得 て、死すべ き状態 を経験 し、人類 の購 いのた

めにその 業 を続 け られ たの であ る。

イエ スが この世 に誕生 され た ことは、私 たちが認識 して

い る以上 に意義 深い こ とで ある。 これ は、実験 的な 出来事

で もなければ 、救いの計 画の 中で偶発 的に起 きた こ とで も

な い。マ リヤの 息子 であ り、同時に御 父の独 り子 で ある と

い う、人間性 と神 の属性 を兼 ね具 えたイエ スが 、 この世 に

来臨 され るとい うこ とは、必要 欠 くべ か らざるこ とで あっ

た。 イエ ス をお いてほか には、人類 が救 われ る道 は どこに

もないの であ る。死すべ き体 を得 、人の特質 をその身 に受

け、罪の ない生活 を送 り、人類の罪 の瞭 いのために その血

を流 し、死 に、そ して骨 肉の体 を もって死か らよみが え ら

れ た主の みが、聴 いの業 を成 し遂 げ るこ とが で きたの であ

る(ア ルマ34：8-16、 モ ーサヤ7：27参 照)。永遠 の正義

の原則 には、他 の いかな る方 法 も入 り込む余 地は ない。 こ

の過程 を踏 まなけれ ば 、また この 贈い主が いなけれ ば、あ

らゆ る人は死ぬ とす ぐに 、 「悪魔す な わち悪 魔 に属す る使

た ちとなって、私 たちの神 の御前か ら締め 出 され 、あの偽

りを生む親 と共に 、彼 自身 の よ うに不 幸 の中に」(IIニ ー フ

ァ イ9：9)留 ま るようにな るの であ る。

聖典 の中で 、マ リヤ に関す る最初 の記述 は 、モーセの書

の中に見 られ る。 ア ダム とイ ブが 罪 を犯 した後 、御 父がへ

びに話 しかけ られ た ときのこ とで あ る。 御 父は次 のよ うに

言われ た。 「また、われ 汝 と女の 問、お よび 汝の子孫 と女

の子孫 との間に怨 み を置 くべ し。彼 は 汝の頭 を打 ち砕 き、

汝は彼の かか とをかみ砕 くべ し6」(モ ー セ4：21。 創 世3

：15と 比 較せ よ)

地 上 におけ る救 い主の母 親に関す る直接 の記述 は、紀元

前 約700年 頃 の イザヤ の言葉 の 中にあ る。 「見 よ、お とめが

み こもって男の子 を産む。 その名 は インマ ヌエル ととなえ

られ る。」(イ ザヤ7：14)新 約 聖 書 を読む と、これが、

マ リヤ とイエ スの 誕生に 関す る予 言で あった こ とが はっ き

りとわか る。(マ タイ1：22，23参 照)

ニ ー ファ イ人は 、 この真理 をさ らに簡潔 な言葉 で表現 し

てい る。 イエスの誕 生 に先 立つ こ とお よそ600年 前 、ニーフ

ァ イは次 の よ うに 言って い る。
「ナザ レの町 もまた見 えた

。 そ して私 はナザ レの町の中

に一 人 の処 女 を見 たが 、それ は まこ とに色が 白 く美 しい処

女 で あった。

この時私 は天の 開 くの を見 たが 、一 人の天使 が天 降 って

きて私 の前に立 ち、… …

天使 は 『見 よ、今 汝が 見 る処女 は 肉体 に宿 りた もう神の

子 の母 であ る』 と教 えて下 さった。

私 が眺 め る と、その処女 が また見 えて この たびは一人の

幼児 を抱 いて いた。

天使 が私 に 『神 の子羊 、 まこ とに 永遠 の父 なる神 の御子

を見 よ……』 と仰せ に なった。」(1ニ ーフ ァイ11：13、14 、

18、20、21)

そ の 後 、救 い主 の誕生 に先立つ こ と124年 前 、ベ ン ジャ ミ

ン王 は、ひ と りの 天使 の訪 れ を受 け たこ とを告 げ、 また、

この聴 い主 は 「神 の御 子 、天地 の父 、創世 の時か ら万 物 を

造 りた もうてい る造 り主 イエ ス ・キ リス トと呼 ばれ 、そめ

母 はマ リヤ と呼ば れ る」(モ ーサ ヤ3：8)と 説 明 した。

さらにその後 、主 の誕 生の80年 ほ ど前 、アルマ は民 に次
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のように教えた。「神の御子は私たちの先祖の地であるエル

サ レムのあたりでマ リヤか ら生れたもう。マ リヤは神の能

力に覆われ、聖霊の力によって懐妊 し、男の子すなわち神

の御子である方 を生むはずの処女であって、選ばれた貴い

器である。」(ア ルマ7：10)

マ リヤに関す る記述は、このように詳細を極めているが、

もし彼女が前世でこの召しに選ばれていなかったとしたら、

これほど前か ら知 らされることは不可能であったに違いな

い 。

地 上におけ る主の両親 を選 ぶ にあた って 、 もうひ とつ の

要 因があ る。主 は ダビデの家系 に生 まれ 、ダ ビデの王位 の

継承 者でなけ れば な らなか った。 主 は、ユ ダヤ人 自身 の律

法に よって 、文 字通 りユ ダヤ 人の王 とな るはずで あった。

イザヤは この点 に触 れて、次 の よ うに言 ってい る。

「ひ と りのみ ど りごがわれ われの ために生 れた
、ひ と り

の男の子が われわれ に与 え られた。 まつ りご とは その肩 に

あ り、その名 は、 『霊妙 な る議 士 、大能 の神 、 とこ しえの

父、平 和の君 』 ととなえ られ る。

その まつ りご とと平和 とは 、増 し加 わ って限 りな く、ダ

ビデの位 に座 して、 その国 を治 め 、今 よ り後 、 とこ しえに

公平 と正 義 とを もって 、 これ を立 て、これ を保 たれ る。」

(イザ ヤ9：6-7。 イ ザヤ11：1、 教義 と聖約113：1-

2を も参 照)

イエ スの父親 は この世 の人間 では なか った ため に、 当然

ダビデの血 筋は 、母 親 を通 して もた らされ るはず であ った。

この ため に、マ リヤが地上 に生 を受 けた とき、その血筋 を

息子の イエスに伝 え るこ とが で きるよ う、彼女 自身 も王家

の血統 に生 まれ たので あった。マ リヤが ダ ビデの子 孫 であ

ったこ とは、聖典 の中 には っき りと述べ られて い る。 イエ

スはたびたび 「ダ ビデの子 」 と呼 ばれ たが、 イエ スは 、こ

の称号 をあえて否定 しよ う とは され なか った。

パ ウロは、 イエ スが血統 的 に王 家の血 筋 を引 いて いた と

い うこ とを明言 して いる。 ロー マめ聖徒 た ちに、次の よ う

に書 き送 って い る。 「御 子は 、肉に よれば ダビデの子孫 か

ら生 まれ…」(ロ ーマ1：3)ま た 、テモ テに対 して も
「ダ ビデの子孫 として生 れ

、死 人の うちか らよみ が えった

イエス ・キ リス トを、いつ も思 って いな さい」(IIテ モ テ

2：8。 使徒13：22-23、2：30を も参 照)と 言 って いる。

ヨセブ もまた ダビデの子孫 であ った。 これ も、や は り新

約聖 書中に 明言 され てい る。 それに よ ると、 ヨセブはベ ツ

レヘ ムの出身 で、 「ダビデの家系 で あ り、 またその血統 で

あった。」(ル カ2：4「 。 ル カ1：27、 マ タイ1：16、20、

ル カ3：23-31を も参 照)

そ の ように イエスは 、 ヨセ ブ とは血脈 が通 じていなか っ

たに もかかわ らず、 ヨセブ を通 して 、ダ ビデの子孫 と して

の法 的な身分 を継承 したので あ る。

だが、 この時代 には 、ユ ダヤ 人は ローマの統治 下に あ り、

ダビデ家の王位継承権 は認め られて いなか った。 ローマ か

ら任命 されてユ ダヤ人の 王に なったヘ ロデは 、イス ラエ ル

人 でさえなか ったので ある。

「この とき
、 もしユ ダが 自由独 立の 国家で あって、正統

な君主 によって統 治 され てい た とした ら、大工 であ った ヨ

セ ブは王冠 をいただ いてユ ダの国 王 になって いたで あろ う

し、その後 を継 ぐ合 法的 な後継者 はユ ダヤ人の王 、ナザ レ

の イエ スであ ったに違 いない。」(「基督 イエス」第7章 」)

無 論マ リヤは誕生 の際 、前世 での記憶や 自分が予任 され
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たことなどは、完全に，忘れ去っていた。 しか し、独 り子の

降臨が間近になると、マ リヤはその使命を果たすことがで

きるように、必要な時に必要な場所で貴い血統の下に生を

受けたのである。 ・ 一

ルカの記録には、天使 ガブ リエルがマ リヤ を訪れたとき

の言葉が記されている。
「恵まれた女 よ、おめで とう、主があなたと共におられ

ます。

見よ、あなたはみこもって男の子 を産むでしょう。その

子をイエスと名づけなさい。

彼は大いなる者 とな り、いと高き者の子 と、 となえられ

るで しょう。そして、主なる神は彼に父ダビデの王座 をお

与 えにな り、

彼はとこしえにヤコブの家を支配 し、その支配は限 りな

く続 くでしょう。」(ル カ1：28、31-33)

数 日後マ リヤは、い とこのエ リサベツ(彼 女は間 もな く
バ プテスマのヨハネの母親になるはずであった)を 訪れた

とき、次のように言った。
「わたしの魂は主をあがめ、

わたしの霊は救主なる神 をたたえます。

この卑 しい女をさえ、心にかけて くださいました。今か

らのち代々の人々は、わたしをさいわいな女 と言 うでしょ

う。

力あるかたが、わた しに大 きな事 をして くださったから

です。そのみ名はきよく、

主は、あわれみ をお忘れにならず、その僕 イスラエルを

助けて くださいました。'、

わたしたちの父祖アブラハ ムとその子孫とをとこしえに

あわれむ と約束なさったとお り1ご。」(ル カ1：46-49、54.
一55)

マ リヤの言葉か ら彼女の性格がうかがえ、彼女がイスラ

エルの歴史をよく知っていたことがわか る。 また、自分 を
「卑 しい女」と表現 しているのは、恐 らく、彼女の生活が

貧 しい境遇にあったことを物語っているのであろう。マ リ

ヤ とヨセブは、イスラエルの王位 を受け継 ぐ者であったに

もかかわらず、その名誉 を行使す る特権には恵 まれなかっ

た。 ヨセブは明らかに、富 も政治的地位 もない、普通の人 ・

物だったのである。.

確かにマ リヤは、その尊い召しについての記憶 を失って

はいたが、若い頃に、 「みたま」が幾度 とな く彼女に ささ

や きかけたことであろう。偉大な霊的能力に恵 まれ、また

そのため当然のように、義 と黙想 とに深い関心 を寄せてい

たマ リヤは、旧約聖書に関す る知識や、神がイスラエルと

交わされた契約 と約束について深 く考えていたに違 いない。

マ リヤは確かに、彼女が受けたような神の召 しを受けるに

ふ さわ しい、まじめな人であった。マ リヤの人柄は、主の

律法に長い間従順であったことか ら生まれた と言って も過

言ではない。その心 も性格 も、ご く幼い頃から聖霊が彼女

に働 きかけて、その結果形成 されたものなのである。

十二使徒評議員のブルース ・R・ マ ッコンキー長老は、

次のように語っている。「キ リス トがひ とりしかおられない

ように、マ リヤもひとりしかいない。御父は、すべての霊

の息子の中から最 も気高 く、最 も義 しい霊 を選 んで、御父

の独 り子 として地上に送られた。同様に、御父はすべての

霊の娘の中から最 もふさわしく、最 も霊的才能に恵まれた

霊 を選んで、永遠の御子の母親 とされた、と断定すること



がで きよう。」(ブルー ス ・R・ マ ッコンキーDoc置 而παZ

NewTes言 α伽 初Co伽 ηe励α瑠 「新 約聖 書 の教義 注解 」。
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初 期 の キ リス ト教時代 に書 かれ た聖 書外典 には 、マ リヤ

が イエ ス を身 ご もる前 に霊 的に準備す る期 間 を十 分 に とっ

た とい うこ とが 、再三 に わたって念 入 りに記 されて い る。

また、マ リヤ が 、天使 た ちか ら指導 を受 け 、他 に も霊 的 な

現われ を数 々受 け た と書 か れて いる(丁 舵LOS乱BoO総

oプ 丁舵.B必Je「 聖 書の遺失 本」第1章 お よび第4-9章 参

照，TんeAρ ・cγ野ρんαZIVε ωTe8孟 α㎜eη孟"TんeG・5ρ εDプ

.Bα7言んoJo魁θω"「 新 約聖書 外典 一バル トロマ イ福 音書」

Oxford、TheClavendonPress第2部pユ70-172も 参 照)。

この よ うな現 われは 、天使 ガブ リエ ルが訪 れ る前 に も起 こ

った と記 録 されて いる。

こ うした詳細 な記録 の 多 くは 、正確 な記録 とは言 い難 い。

しか しマ リヤ は、御父御 自 らの現 われに先立 ち、か な りの

期間 にわた って霊 的 な準備 と教 育 を受 けて いた と考 えて も、

恐 ら く間違 ってはい まい。

イエ スは 、文字 通 り神 の御子 で あったが 、幼 い ときには

他 の子供 た ち と同 じよ うに 、教 え と保護 を受 け る必要 が あ

った。 これは 、イエ スの誕生 の とき、その心 に幕が引か れ

て、一時 的に前世 での記憶 が 消 され たため に必要 に なった

ので あろ う。 ルカは 、イエ スが 青年 にな る とます ます知 恵

が加 わ った、 と記 録 してい る(ル カ2：52)。 教 義 と聖約 に

は、肉身 の イエ スは 「始め に完 きを受 け ず して絶 えず恩恵

に恩 恵 を加 え られ 」(教 義 と聖 約93：12)、 と書 かれて い

る。 ジェー ム ズ ・E・ タル メー ジ長 老 も、 これ と同 じ立場

を取 って いる 「イエスの心 には1こ の世 に生 まれて来 たす

べ ての人 と同 じよ うに 、忘却 の幕 が降 ろ され てお り、 それ

が ために前 の世 の記憶 は差 し止め られ ていた。」(「基督 イエ

ス」 第9章)J・ ル ーベ ン ・クラー ク ・ジュニ ア副 管長 も、

「わた しが 自分 の父 の家に い るはず の こ とを
、ご存 じなか

ったのですか」("W魏Ye2Vo置 丁ん認1M撹 碗 .Be

αゐo伽M鯉Fα 言んεゲ・5Bπs渉πes8?;'DeseretNeωsPress、

pp.9-10、12、74、81)と い う論文 の 中で、 この 問題 を

扱 ってい る。 とにか くその ため に 、マ リヤ とヨセ ブの責任

は 、さ らに大 き くな った と言 え るであ ろ う。

家庭 で幼児の個性 や態 度 に与 える母親 の影響 の強 さを考

え る とき、天父が マ リヤ に御 自分 の選 んだ愛子 の養育 をゆ

だね られ た こ とに よる、その責任 の大 きさが ひ しひ しと感

じられ るのであ る。 その ためマ リヤ には、前世 での霊の と

きも、現世 での処女 の ときも、充 分 な訓練 が必要 だ った と

思 われ る。 だが 、前世 で この よ うな責任 に召 され ていて も、

もしマ リヤが地 上 に生 を受 けた後 、清 く汚れの ない生 活 を

しなかっ た とした ら、神 の御 子 を身 ご もって、骨 肉の体 を

与 える とい う業にふ さわしくな いと判断 され たことであ ろう。

では、 ヨセブにつ いては どうであ ろ うか。 御父 は、マ リ

ヤ の夫 として、 イエ スの保 護者 として 、また この世 での模

範 として 、 どの よ うな人物 を澤 ばれ たの であろ うか。聖典

は これにつ いて何 も言 って いない わけでは ないが、直接 的

な記述 は数 少 ない。父親 には 、教 訓 と模 範 とに よって正 し

y・原則 を教 え、助 言者 とな る とい う義務 が ある。 その ため 、

私 たちの天父が ヨセ ブを選 ぶ際 に も、十分 吟味 の末 、選 ば

れた と結論せ ざる を得 ない。 ヨセブは霊 的に も感受性 に富

んだ人 であ り、心優 しい性格 の 人で あっ牽。 このこ とは聖

典 の記録か ら読み取 れ る。 ヨセ ブは、天使 の現 われや 夢 に

よって神か らの導 きを受 け るに 、ふ さわ しい人だ った(マ

タイ1：20、2：13、19、23参 照)ヨ セ ブは、マ リヤ を決

して 当惑 させ るこ とな く、 また「彼女 の こ とが公 けに なる」

(マ タイ1：19)こ と を望 まなか った。『さ らに付け加 父 る

な 与ば 、 ヨセ ブには、 その重要 な責任 にふ さわ しい、確 固

た る道徳観 と知性 と社会性 とが あっ た と言え るであろ う。

マ リヤ と ヨセブは 、与 え られ た戒 め をすべ て 、注意 深 く

守 った。 モーセ の律 法 では、数 多 くの行事 や儀 式が定 め ら

れて いたが 、その 中に は、主 とアブ ラハ ム とが交 わ した契

約の しるし として、すべ ての 男の子 は生 まれて8日 目に割

礼 を受 け る義務が あ る とい う規則 もあった。 さ らに男の子

の場合 生 まれて40日 目に(女 の子 の場合 は80日 目)、その母

親は 、特別な犠牲 をささげなけれ ば な らなか った。律 法で 、

子羊か 、2羽 の 山ば とか 、家 ば とをささげ るこ とにな って

いたの であ る。

また律 法の規定 に よれ ば、最初 に生 まれた男の子 は、主

のため に聖 別 し、犠 牲 として ではな く、主 に仕 える者 とし

て ささげなけれ ばな らなか っ た。(出 エ ジプ ト13：1-2、

11-15参 照)ま た、すべ ての男 は、犠牲 と供 え物 とを携 え

て 、主 を礼 拝す るため に しば しば神殿 の あ る地へ行か なけ

れば な らな い、 とい う規定 もあった。(申命12：5-7、11
-14参 照)

新 約聖書 には 、 ヨセ ブ とマ リヤ が これ らの律 法 をすべ て

守 ったこ とが書か れて いる。 ふ た りは 、イエスが生 まれて

8日 目に割 礼 を施 し、 「それか ら、モー セの律 法に よる彼

らの きよめ の期間が過 ぎた とき、両親 は幼 な子 を連 れてエ

ルサ レムへ上 った。」(ル カ2：22)

マ リヤが 、子羊 では な く、山ば とをささげた とい うこ と

か ら、彼女 が経 済的 に貧 し く、言 わば 「卑 しい」境遇 にあ

った ことが わか る。 さらに次 の よ うに書 かれ てい る。

「さて
、イエスの両親 は 、過 越の祭 には毎年 エルサ レム

へ 上 って いた。」(ル カ2：41)こ う した記録か ら、 この世

におけ るイエ スの保護者 で ある この両親 は 、従順 で霊的 な

性 格 を持 っていた とい う印象 を受 け るので ある。
「正 しい信仰 深い」 シ メオ ンが

、神殿 で ヨセ ブ とマ リヤ

に会 ったのは 、過 越の祭 の ときで あった。 シ メオ ンは 、聖

霊 の力に よって幼 な子 イエ スが キ リス トであ るこ とを知 り、

マ リヤ に次の よ うに言 った。

「ごらんな さい
、 この幼 な子 は、イス ラエルの 多 くの人

を倒 れ させ た り立 ちあが らせ た りす るため に、 また反対 を

受 け る しる しとして 、定め られて い ます。

そ して 、あなた 自身 もつ る ぎで胸 を刺 し貫 かれ るで しょ

う。 それ は多 くの人の心 にあ る思 いが 、現 れ るよ うに

なるため です。」(ル カ2：34、35)マ リヤは 、この言葉の

意味 を、 これが成 就す る前 も成就 した後 も、再三再 四思 い ・

め ぐらしたに違 いな い。 この言葉 は 、イ斗久が十字架 にか

け られ 、その 脇腹 を実際 にや りで刺 し貫 かれ るの をマ リヤ

が見 た ときに成就 したの であ る。 しか しこの こ とは、1日

で 、あるいは ひ とつ の事件 だけで終 わ るこ とでは なか った。

彼 女は特別 な霊 ではあ ったが、御 父は彼女 に、苦痛や 、人

間で あるが ゆ えの 当然の結果 を与 えずにお くような こ とは

されなか ったので ある。 マ リヤ も、死 す べ き人間にはつ き

ものの困難や失望 や葛 藤 を、身 をもって体 験 したので ある。

多 くの点 で、 ヨセ ブ とマ リヤの時代 は困難 な時代 で あつ

た。 ユ ダは ロー マの兎縛 の下 にあ り、ヘ ロデ家 の王た ちは 、

無情で冷酷な君主であった。ユダヤ人たちは背教 し、極端

537



な形式主義 と霊的な暗黒とにつかっていた。当時のユダヤ

人の宗教指導者たち1ホ、 「その罪深い行 いζ祭司の偽善売

教 とによって……世界の中で一番罪深い」(IIニ ーファイ
10：3、5)と 評されていたのである。

マ リヤが、ヨセブに見守 られなが ら初子を産み、飼葉お

けの中に寝かせ たとき、周囲の社会はこのような状況であ

った。聖ぎ幼な子イエスに恵まれたこの家族の、外見を装わ

ない謙虚な態度は、異教の国に征服されて、高 慢で、かた

くななパ リサイ人やサ ドカイ人やラビ、律法学者たちに指

導されている民の霊 的に空虚 な状 態 と好 対 照を呈 してい

る。イザヤは、この両者の隔 りを予知 し、救い主は 「若木

0よ うに、かわいた土から出る根のように」(イ ザヤ53：
2)育 つであろうと予言 していた。

イエスの家庭生活と少年時代の ことについて、確かなこ

とを知る手だてはほとん どない。だが、暗示的な箇所は数

多くある。 ヨセブが大工であったことはすでに述べた。そ

して、イエスも同じ職業についたことがわかっている。(マ

ルコ6：3参 照〉その家庭には、律法に戒められている通

り従順に主に従 うという雰囲気が満 ちていた。イエスが、

イスラエルの歴史について、また昔 、主のみ手によってイ

スラエルの民が解 き放たれたことな どにっいて初めて教 え

を受けた場所は、家庭であったに違いない。 また家庭で、

聖典に書かれている将来の希望 と期待 について学んだこと

も確かである。両親は毎週、安息 日を守るために準備 し、

会堂の集会に出席 し、祭の 日を誠実に守 り、毎年過越の祭

にエルサレムへ上るために話 し合い、準備 を重ねていた。

これを見ていた青年 イエスには、これ らのことが皆心の奥

深 く刻み込まれて、貴い教 えとなったことであろう。

この家族に他に何 人の子供がいたかについては、定かで

ない。 しか し、新約聖書には、4人 の兄弟の名前 と、数人

の姉妹のいたことが書かれている。 これにっいては、ギリ

シャ語の原典が役に立つ。マタイ伝 では、姉妹たちも「み

な」(ギ リシャ語はpantai)と 書かれている。(マタイ13：

56、 これは、ふた り以上の姉妹がいたということである。

さらにギリシャ語の原典では、この箇所にはLaiadelphia

(姉妹たち)と いう言葉が使われている。 これは複数を意

味しているが、一ギリシャ語では3人 以上 ということである。

もしここで、姉妹がふた りしかいなかった と記録 したけれ

ば、恐 らく、pantaiと い う言葉 を用いずに、代わ りに、「2」

という意味のampLoteraiと いう言葉を用いたはずである。

こうしてみ ると、ヨセブとマ リヤの家庭には、明らかに

少な くとも(イ エスを含めて)5人 の兄弟 と3人 の姉妹、

合わせて8人 の子供がいたことになる。それに両親 もいた

わけである。

このイエスの兄弟姉妹の身元について、大 きくふたつの

考え方がある。 そのひとつは、この子供 たちは、ヨセブの

前の妻 との間にできた子供であって、マ リヤ との問に生 ま

れた子供ではないという説である。 この場合、イエスは他

の兄弟姉妹 たちより若 く、血 のつなが りも全 くないことに

なる。 これは今 日、キ リス ト教世 界に広 く受け入れられて

いる考 え方であって、そのために 「聖家族」の絵 というと、

決 まってヨセブがマ リヤよ りずっと年上に描かれているの

である。

もうひと'つは、彼 らは実際に ヨセブ とマ リヤの子供であ

?て 、イエスとは異父兄弟姉妹 であ り、イエスが長子であ
る、と吟う説である。 どちらの説にも賛 同者があ り、聖典

538

の 中 に も、 自説 に有 利 にな るよ うに解 釈 で きる箇所が い く

っか ある。 しか しなが ら、 イエ スはマ リヤの 「初 子」 と呼

ばれ てい る。 これは、後 にマ リヤ が他 に も子供 をもうけた

ことを示 唆 してい る。(ル カ2：7参 照)こ の子供 たちがマ

リヤの子供 で あった と思 われ る決 定的 な理 由 をひ とつ あげ ー

よう。 ヨセ ブに妻 か ら生 まれ た初 子が いた とす れば 、その

初 子が イエス に代 わ ってダ ビデの王位 の継承者 にな ったは

ずで ある。

マ リヤ は、何年 間か 、や もめ として過 ご した もの と思 わ

れ る。 ヨセブにっ いて の記述 は、エル サ レムの過 越 の祭 の

場 面が最後 で ある。 この とき、イエ スは12歳 で あった。 カ

ナに婚礼 が あった とき、イエ スは30歳 で あったが 、マ リヤ

とイエ スは この婚礼 に招 かれ てい た と書 かれ てい る。 しか

しヨセブにつ いては何 も言 われて いない。(ヨハ ネ2：1-

10参 照)ま た 、最後 に イエスが 十字架 にか け ちれ た とき、

マ リヤ は十字架 のそば に 「他 の女 たち と共 に」立 ってい た

と書か れて いるが 、 ここで もヨセ ブについ ては何 も言われ

て いない。 またこの と きイエ スは 、母 親 の世 話 を 愛 弟 子

ヨハ ネにゆ だね られ た。(ヨハ ネ19：25-27参 照)こ うした

一連 の事 件の記録 か ら見 て
、マ リヤ は イエ スの12歳 以降 、

その伝 道の業 を始 め る までの あ る ときに 、や もめ にな った

もの と思 われ る。(マタイ12：46を も参 照)

あ る聖 書外典 に は、極 めて劇 的に 、 ヨセ ブの死 と、それ に

つ いて話 し合 っているマ リヤ とイエスの姿 が描か れて いる。

マ リヤがや もめで 、 イエ ス よ り若 い子供 た ちを皆 かか え

て いた と した ら、 これ は大変 な こ とであ る。 そ して 、 この

仮 説 が 正 しけれ ば、 イエ スは す でに若 い頃 か ら、や もめ

の母親 と数人 の弟 と妹 を養 うとい う大 きな責任 を担 って い

たこ とに なる。 こ うしで みる とく主 が特にや もめ を心 にか

け 、御 自身 をみ な しごの 父であ る と言 われ る とい う聖典 の

言葉 が 、一 層意味 深 い ものに なって くるので あ る。(詩篇68

：5、146：9参 照。 ヤ コブ1：27と 比 較せ よ)。

私 た ちはマ リヤ を礼拝 す る ことは しな いが 、マ リヤに対

して深 い尊敬 の念 を抱 いて い る。マ リヤ は女 の 中で も最 も

徳高 く、気高 い者 のひ と りであ る。 またすべ ての母親 の う

ち、最 も恵 まれ た者 であ る。 マ リヤは母親 の典 型 では ない

が 、すべ ての母 親 に とって よい模 範 で ある。

耳 を澄 ます と、あの天使 の言葉が 、 まだ聞 こえて きそ う

であ る。 「恵 まれ た女 よ、お め で とう。」(ル カ1：28)ま

た 、マ リヤ の喜 びの声 も聞 こえて くる。 「わ た しの魂 は主

をあがめ 、わた しの霊 は救主 な る神 をた たえ ます。

この卑 しい女 をさえ、心 にかけ て くだ さい ま した。今か

らの ち代 々の人々 は、わ た しをさいわ いな女 と言 うで し ょ

う。」(ル カ1：46-48)

ロバ ー ト ・J・ マ シュー ズ博 士は 、ブ リガム ・ヤ ン グ大学

の古代聖典 学の准教 授で あ り、教会 成人 コー リレー シ ョン

委 員会で も働 いてい る。



十二使徒評議員会会員

トーマス ・S・ モ ンソ ン

私 は若か りし長老の頃、病児を祝福するために昔の初等

協会小児病院へ行 ったことがある。玄関を入 ると、色鮮や

かなほほえましいクリスマスの装飾が目に入った。廊下を

行 くと、小 さな子供 たちが笑いかけてきた。子供 たちは、

クリスマスのせいか、自分の足や腕にはめられたギブスや 、

そう簡単には治 らない病気のことを、すっか り忘れている

ようであった。

私はひとりの男の子のベ ッ ドのわきへ立った。 その子が
「だれですか」 と聞 くので、私は名前 を言った。
「ぼ くに祝福 して くれ るの?」 と彼は尋ねた。私たちが

その子を祝福 し、それか ら立ち去ろうとすると、その子は
「ほん とにあ りが とう」 と言った。

そして2、3歩 行 くと、 うしろからその子の呼ぶ声が し

た。 「モ ンソン兄弟!」 振 り向 くと、彼は 「クリスマス

おめで とう」 と言って、にっこりと笑った。

その男の子はク リスマスの精神 を知っていたのである。

ク リスマスの精神は、若い人たち一人一人が、この季節

に限 らず一年 を通 じて、いつ も心の中、そして生活の中に

持っていてほしいものである。 クリスマスの精神はキリス

トの精神 であ り、キ リス トのみたまであるから、クリスマ

スの精神 を持つ とき、それはキリス トのみたまを持つこと

になる心

ある人が、クリスマスの精神 につ いて次のような言葉を

残 している。至言 と言えよう。
「私はクリスマスの精神

。私は貧 しい家に入って、青白

い顔の子供 たちに、驚 きと喜びの目をみはらせ る。私は守

銭奴の しっか り握った指 を開かせ、'その魂に一点の光 明を

投 じる。

私は年寄 りに若い時代 を思い出させ 、楽 しか りし昔に返

ってほほえみを投げかけさせ、子供時代の冒険を思い起 こさ

せ、数々の魔法の夢を鮮やかに描かせる。

私は人々に、贈 り物でいっぱいのかごを手に、暗い階段

を勇んで登 らせ る。受けた者は世の善に驚 きの声 をあげる

であろう。

私は放蕩者の荒れすさんだ生活を休止させ、気づかい愛

す る人々に、顔 に刻 まれた悲 しみの厳 しいしわを喜びの涙

で洗い流す小 さなしるしを贈 らせる。

私は暗い独房に入 り、やつれ果てた男たちに過去を思い

起こさせ、将来のよ り良い道 をさし示す。

私 は静かな白い苦 しみの家に入る。弱りきって話すことも

できずに、ただ黙ってわななく唇は、感謝を雄弁に語 り出す。

私は幾千 も方法をもって、 この うみ疲れた古い世 に神の

み顔 を仰がせ、みじめでささいなすべてのことをしばらくの

間忘れさせる。そ う、私はクリスマスの精神」(作 者不詳)

これこそ、私たちの持 ちたい精神である。なぜ ならば、

私たちは クリスマスの精神 を心に抱 くときに、この時節に

ク リスマスの精神
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生誕を記念するあの御方 を思い出すか らである。私 たちは

あの最初のクリスマスの日、いにしえの予言者たちの予言

したクリスマスの日を思い出す。 イザヤの言葉を思い起 こ

そう。
「それゆえ

、主はみずか ら一つの しるしをあなたがたに

与えられる。見 よ、お とめがみこもって男の子 を産む。そ

の名はインマヌエル ととなえられる。」(イ ザヤ7=14)

イザヤはこうも語っている。
「ひとりのみ どりごがわれわれのために生れた、……その

名は…… 『平和の君』ととなえられる。(イ ザヤ9：6)

アメリカ大陸の予言者は言ρた。
「全能の主が勢い強 く天か ら人間に降臨 して土か ら成 る

身体に宿 りたまい……そしてこのお方は誘惑 を受け、肉体

上の苦痛……を経験 したもう……

このお方は神の御子……イエス・キリス トと呼ばれ……」

(モーサヤ3：5、7、8)

そして、まさにその夜が来た。野宿 していた羊飼いに主

の使いが現われ、こう告げた。
「恐れるな。見よ、すべての民に与 えられる大きな喜び

を、あなたがたに伝 える。 きょうダビデの町に、あなたが

たのために救主がお生れになった。このかたこそ主なるキ

リス トである。」(ル カ2：10、11)

羊飼いたちは主キ リス トを拝むために馬小屋へ急いだ。

博士たちは東方か らエルサ レムへ旅 してきて、言った。
「ユダヤ人の王 としてお生れになったかたは、 どこにお

られますか。わたしたちは東の方でその星を見たので、そ

のかたを拝みにきました。」

彼 らはその星を見て、非常な喜びにあふれた。そ して、

家にはいって、母マ リヤのそばにいる幼な子に会い'、ひれ

伏 して拝み、また、宝の箱をあけて、黄金、乳香、没薬な

どの贈 り物をささげた。」(マ タイ2：2、10、11)

この ときか ら、ク リスマスの季節 を祝 うキ リス ト教徒の

胸に、贈 り物 をする精神が見 られ ることになった。それぞ

れにこう考えてみるとよいであろう。 この大切な時期に、

神や隣人に どんな贈 り物 をさせ たいと、神は私に望んでお

られるのだろうか。

私もその問いに答えてみたい。私は真心か ら厳粛にこう

宣言しよう。私たちの天父はすべての子供たちに、心 と思

いと体力のすべてを尽 くして主なる神 を実際に愛する、そ

の従順の贈 り物 を望 んでお られるのである。そして必ずや

主は、私たちが隣 り人 を、自分 を愛す るように愛すること

を期待 されるであろう。

もしも主が今ここにおられた としたら、自分 を惜 しみな

く捧げるように、.わがままにならず、どん欲にならず、争

いを好まず、怒 りっぽ くな らず、ニーファイ第三書に記録

されている私の言葉 を忘れないようにと、私たちをさとさ

れることであろう。主はこう言われた。
「論争すべからず。 まことに、まことに汝らに告 ぐ、争

いを好む心ある者はわれに属 く者にあらず して悪魔に属 く

ものな り。悪魔は……人々の心 を煽動 して互いに怒 り争わ

しむる者な り。見よ、人々の心 を煽動 して互いに怒 り争わ

しむるごときはわが教義にあらず。わが教義はか くの如 き

怒 りと争いとを止めよと言うものな り。」(IIIニーファイ11

：28-30)
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皆 さんにお願いしたい。日常生活から争いの心 を一掃 し、

お互いを、人生の利権 をねらう相手 と見 る心を捨てて、兄

弟姉妹 として協調 しつつ、イエス ・キ リス トの福音の実 を

めざすように。.

この グリスマスの季節に、心の内にあって、外に表現 さ

れるのを常々待 ちわびている感謝 という気持を、私たちが

ぜひ忘れないように願っている。だれ もが自分の父母 を忘

れることがないように しようではないか。 そうではな く、

父母 を敬 うようにしなさい。息子や娘が神 を敬 い、神の戒

めを守 り、それによって父母に対する尊敬を示 しているの

を知 ることは、両親に とって何 よりの クリスマス ・プレゼ

ントである。

テキサス州コーパスク リスチで、あるときひとりの父親

が誇 らしげに私のところへやってきて、オース トラリアで

伝道中の息子からだという手紙 を私に握 らせた。その手紙

を読んでお聞かせ したいと思 う。 この手紙は、両親への今

年の思い出深いクリスマス ・プレゼン トとして、感謝 を表

わすためのひ とつの方法を教 えて くれる。

愛す るお父さん、お母 さんへ

お父さん とお母 さんがこれまでぼ くのためにして下 さっ

たいろいろな素晴らしいことを、心の底から感謝 したいと

思います。長老たちが玄関をノックしたときに話 を聞いて

下さったこと、そして福音 をしっか り守 り、御 自分の生活

や子供たちの生活の糧 として下 さったことを感謝します。

お父さんとお母さんを本当に愛 しています。

ぼ くをよく教えて下ざったこと、いろいろな形で愛 を示

して下 さったこと、ありが とうございます。正 しい道に沿

ってぼ くを導き、強制ではな く、身をもって示 して下 さっ

たこと。お父さんお母さんの素晴らしい証 と、ぼ くが証 を

持てるように愛 をもって導いて下 さったこと、感謝 してい

ます。ぼ くは福音が真実であることを知っています。 ここ

でのほんのわずかの経験で、ぼ くは証を強めています。お父

さん とお母 さんの期待に添えるように祈 っています。神様

の助けによってそれができることでしょう。

もう一度、あ りが とう。お父さん、.お母さん。

息子 デビッ ドより

この青年は、この感謝の贈 り物以上に素晴 らしい贈 り物

を両親に贈 ることができたであろうか。

両親だけでな く、兄弟、姉妹、親戚、友人、その他まわ

りの愛する人々にも同じ贈 り物 をしていただきたいと思 う。

彼 らが真理 を知って人生の危険 を防 ぐように、皆さんが自

分 を捧げてその助けがで きるならば、さいわいである。皆さ

んはほかの人の人生に燈をともして、日々つきまとう問題よ

りも自分 の可能性に 目を向けさせ る人になることができる。

己れ を捧げることは常に大切 である。人を喜ばす心があ

り、人 を勇気づける人生があ り、人に分かつべ き祝福があ

る。 クリスマスの精神の意味は、次の救い主のみ言葉に表

われている。
「わたしの兄弟であるこれ らの最 も小 さい者のひとりに

したのは、すなわち、わたしにしたのである。」(マ タイ25

：40)
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山の中の日よう学校

1黛隷

囎 識 駆･
.･… 繰

鳳薄
･概 ヤ礪

･･熱繍

1849年12月9日､グ レー ト･ソ ル

トレー クのぼんちで､さ い し ょの 日

よ う学校 がひ らかれてか ら､今 年で

126年 にな ります。そのたの しい 日よ

うの朝には､や く30人 の少年少女が

リチャー ド･バ レンタイ ン家の 日よ

う学校 に集 ま りました。 そして その

ときか ら､何 千 とい う､せ か い中の

まつ じつせ い とが 日よ う学校 の きょ

うしか ら､イ エ スが教 え られたふ く

いん とあいにつ いて､学 ぶ よ うにな

ったのです。

ひ ょうが はげ し くふ って､リ チャ
ー ド･バ レン タイ ンのむ ぎばたけは ､

だいな しになって しまい ました。 ソ

ル トレー クのぼんちにつ いて､は じ

めて うえたむ ぎで した。 リチャー ド

はひ ょうのふ るなか で､ぶ じだ った

ほんの少 しのむ ぎを大事 に あつめ ま

した。 前の年､リ チャー ドと､つ まの

ハル ダと赤 んぼ うは ､ぼ ん ちに来 る

のがおそす ぎて､作 物 を うえつ ける

ことがで きませ んで した。 冬 の しょ

くもつにな るむ ぎのか り入れを､ど

んなにたの しみに して いたことで し

ょう。

リチャー ドはが っか りしま した。

で もそん ななかで､リ チャー ドはふ

るさ とのス コッ トラン ドの こ とを考

え ました。 リチャー ドは､そ こで 教

会にはい ったのです。 ファウンズの

小 さな村の通 りでは､日 よ う日だ と

い うのに､よ ごれ たふ くを きた子 ど

もたちが､あ そんでいま した。 リチ

ャー ドは､そ こで小 さな 日よ う学校

をひ らき､そ の子供 たち をあつめ て､

リチ ャー ドとハ ル ダは､ひ とへや

の家 をたて､馬 車 の中で くら しま し

た。 もう1だ いの馬車は､も のお き

に しました。

たべ るものや きるもの に こまらな

い とき､リ チャー ドは しゅ うか い じ

ょにす る小 さな家 をたて ま した。 リ

チャー ドは ミル ク リー ク･キ ャニオ

ンに行 って木 を切 り､せ い ざい しょ

にひっぱって行 って､そ れ をざい も

くに しました。 家の どだいになった

のは､レ ッ ドバ ッ ト･キ ャニオ ンの

石 で した。かべ は､町 の西の方 で と

れ るア ドー ビレンガです。

日よう学校 のへや は､た て6メ ー

トル､よ こ5メ ー トル半 くらいのへ

や で した。 うちが わのかべ は しっ く

いで､外 が わはア ドー ビレンガ､ゆ

かは木 のいたで､や ね は まるたでで

きて い ました。正 めんに まどがふ た

っ あ り､南 がわに､ま どがひ とつ と

ドア がひ とつ あ りました。 そして大

きなだんうがあ り､が ん じょうなベ

ンチがあ りました。

バ レンタイ ンしまいは 日よ う学校

のおんが くをえらび､レ ッスンを考

え ました。 それか ら､へ やのか ざ り

イエスさまにつ いて教 えたの で した。つ け をしました。

このあた らしい土地､た がやす の 外 は リチャー ドのかか りでした。

に も大へ んだったこの地､リ チャー リチャー ドは､木 かげ をつ くるため

ドは､か いた くしゃの子 どもた ちの にワ タの木 を うえ､お もしろいに わ

ことを考 え ました。 リチャー ドは､木 や ブ ドウの木 を うえ ました。 家の

ふ くいん をあい してい ました。そ し まわ りには､へ い もつ くり､冬 が来

て子 どもたち を教 えるこ とがす きで るまでにはぜんぶ で きあが ってい ま

した。リチャー ド･バレンタインは､こ した。 ひげの スコ ッ トラン ド人､リ

のときの ことをこ う書 いてい ます。 チャー ドは､き ん じょの子 どもたち

｢ふ くいんは ､と て も とうとい も を､日 よ う学校 のあた らしい家 に､

のだか ら､子 どもた ちに も教 えなけ し ょうたいす るこ とが できま した。

ればな らない。 だれかが教 えなけれ1849年12月9日､日 よう 日､朝8

ばな らない。 子 どもた ちにふ くいん 時､8さ いか ら13さ いの子 どもた ち

を教 えること､そ れ をまず さいし ょ が､や く30人､雪 の道 を 日よう学校

に しなければな らない。 わ た し にや って きま した。 そこには火があ

は そ うかん じた。｣か あか ともえ､リ チ ャー ド･バ レン

リチャー ドは､か ん とくに 日よ う タインが 子 ど も た ち にあい さつ を

学校 をひ らきたい と話 しま した。か す るすが たが見 られ ました。 リチャ

ん とくも､き ょうか いのかんぶ も､一 ドは 目をかがやかせ なが ら､か い

みん な リチ ャー ドの けいか くを､た か いのせんげ んを しました。そ して

すけて くれ ま した。 もち もの を2だ うたを うたったあ と､心 か らおいの

いの 馬車につんで､リ チ ャー ドのか りを し､こ のへや を､子 どもたちに

ぞ くは､ひ っこ しま した。 しんでん イエス･キ リス トのふ くいん を教 え

の よてい地の､す ぐちか くで した。 るため に､さ さげたので した。
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その夜､世 界 は

しず けさ につつまれ

お はな し ドロシ ー･レ オ ン

これは､ほ ん とうのお話で はあ りませ ん。で も､と

おいむか し､ベ ツ レヘ ムで､あ ったか もしれ ないこ と

なのです。

むか しむか し､ベ ツレヘ ムの町 に ヨエ ル とい う男の

子がすんで いま した。 ヨエ ルは馬の世 話 をしてはた ら

いていま した。 いつ もひ とりぼっちで､か な しそ うで

した。 もしもお父 さんが､ポ ンチウスの ようなお金持

のや ど主 だった ら､そ れ ともしょう人か､そ うだ!も

しも王様 だった らどんなにいいだ ろ う よ くそんな

ことを考 え ました。

｢馬 にかいば をや った り､水 をの ませ た りす るん じ

ゃな くて､も っ と りっぱな しご とが したいなあ。｣あ

る 日､ヨ エルはお母 さんに､こ ん なこ とをいいま した。

お母 さんはいい ました。｢ど の しご とも大切 なのよ。

大切 というのは どうい うこ となのか､あ なたに もいつ

かわか るわ。｣

ある夜の こ とです。 ヨエルは しごとを終えて､外 に

出てい き､大 きな岩 の上 に立 ちました。 そ こか らは､

ユダヤ のあちこちか らや って来 る､キ ャ ラバ ンの長い

れつが 見え ました。 こ うていのめいれ いで､ぜ い金 を

は らいにベ ツレヘ ムに行 くのです。

きの う､や ど主の ポンチウスか ら聞いたばか りです。

ポンチ ウスは両 手 を もみ あわせ なが らいい ました。｢キ

ャ ラバ ンが大ぜ い とま りに来 るぞ､お あ しをたん と落

としてい って くれ るだろ うて。｣

大 きな岩の上か らは､ロ バや ヤギや牛が､石 ころだ

らけの道 を トボ トボ と歩いてい くのが見 えま した。 ラ

クダ もい ました。 うつ くしい足で､道 のほ こ りをま き

あげてい ました。や がて､や どや の 中にわは､ワ イワ

イい う人 の声や､ひ つ じや ロバ の鳴 き声で､さ わが し

くな りま した。

太陽が さい この光 をなげかけて､ユ ダヤ のおか の向

こ うにゆっ くりしずむ と､つ め たい風が ヨエ ルのほほr

をなでてい きました。 ヨエルは さむ くなって､岩 か ら

とびお り､馬 小 屋の前 で火 をた いて いる友 だちのとこ

ろへ 走ってい きました。

とちゅ うで､つ かれて いる らしいふた りの たびび と

がや どやの 門を くぐってい くの を見かけ ました。せ の

高 い男の人が ロバ をひいてい き､ロ バのせ 中には､わ

か い女 の人がのってい ました。 ふた りは､つ か.れてい

るようで した。 そ して､か な しそ うで した。

ヨエルは､そ の男の人 と女の人 を見つめ ました。 ふ

た りの きものは､よ ごれて いました。 ロバ のせ 中の水

一ぶ くろは､か らっぽです。

｢長 いたび をして きた んだろ うな。｣ヨ エルはふた

りの方に歩 いてい きなが ら､こ うひ と りごとをいいま

した。

｢や どや には ､へ やが ないんだ よ。 この道 をひきか

え した所 に､馬 小屋が あるそ うだ。｣男 の人が いいま

した。
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ダ イ ヤ モ ン ドを つ く りま し ょ う

おもち ゃ ばこ

Aか らGま での3か くけいを
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身

》

日 々 の 恵 み

12個 の ク リス マ ス ・

プ レゼ ン ト

ゴジ
ョイ ス ・C・ バ ク ス トラ ム

ク リスマス と孤独 は無 縁 な ようです が 、改宗 して20年 に

な るハ ンガ リー 人 、エ リザベ ス ・ブラ ンバー グ姉妹 に とっ

て 、ク リスマ スは とて も寂 しい もの で した。 それ まで の ク

リスマ スは そ うでは なか ったのです。 子供 たちがいて 、ブ

タペ ス トで もカナ ダで も、いつ もなが らの ク リスマス を楽

しん でい ま した。 で もその年 、ブ ランバ ー グ姉妹 は ひ と り

ぼ っちで した。 みん なが不 親切 な わけでは ないのです。彼

女 はそれ を知 って いま した。 ただ 、 ク リスマ スにみん なが

あま りに も忙 しす ぎるのです。

ブランバー グ姉 妹 はその よ うな境遇 を、ほかの こ とと同

じよ うに穏 やか な気持 で受 け 入れて い ました。年 を取 った

ことや 、耳が遠 くな った こ と、 目が かすむ こ と、 ご主人 が

いない こと、英語 に不 自由 なこ と、そ して福音 の愛 を まだ

教 会 員でな い同居の娘家 族 にわか って もらえない こ とな ど、

ど うしよう もないほか のい ろい ろなこ とと同 じように。

1973年 の ク リスマ スが いつ もの よ うに近づ いてきました。

ところが12月14日 の こ どです。ドア を ノックす る音が して、

入 口に きれ いな紙 包み とカー ドが 置いて あ りました。 カー

ドには、 「ク リスマ スの最初 の 日にブ ランバ ー グ姉妹 は何

をご らんに な りま したか?と て もきれ いな鉢植 えです6ひ

みつ の友 よ り」 と書 いて あ りま した。

この年の ク リスマ スは 、生 涯で もまた とない思 い出深 い

ク リスマス とな りそ うです。 だれか が彼女 のこ素 を心 にか

藝欝

.毯

1ρ

一
けて いて くれ たのです。

その翌 日もノ ックが あ り、別 のプ レゼ ン トとカー ドが置

いて あ りま した。 今度の 包み には ク リスマスの ろ うそ くが

2本 入って いま した。 だれかが 、ひ と りぼっ ちの年寄 りの

姉妹 に、楽 しい贈 り物 を して くれたの です。 それ も一度 で

は な く、12回 も。Pく

贈 り物 は楽 しい品ばか りで した。 ツ リー の飾 りが4っ く

花が5輪 、サ ン タクロー スの形 を した石 けんが6つ 、 クッ

キーが7個 、棒 キャ ンデー が8っ 、その他 い ろいろ。最後

の ク リスマスの 日には 、玄関に12の 小 さなプ レゼ ン トを入

れた赤 いフ ェル トのス トッキ ングが置 いてあ りま した。 ブ

ラ ンバー グ姉妹 が急いで ドア をあけ る と、車 に駆 け込 む少

女の姿が 見 えま した。

それか ら数週 間 して 、ブ ランバー グ姉妹 は、 まった く偶

然に あのひ みつ の友 が若 い女性 の クラス の人た ちだったこ

とを知 りました。や さ しい少 女 たち をブランバ ー グ姉妹 は

どん なにい と しく思 っ たこ とで しょ う。彼女 はカー ドを宝

物 に して、心の こ もっ たムつ一 つ の贈 り物 を思 い出す たび

に、喜 びで顔 をほころばせ るの で した。12人 のひみつ の友

だ ちは 、 ク リス マスに 人に思 いや りの心 を示 したの で した。

◇ ◇

ジ ョイス ・C・ バ クス トラム姉妹 は現在 、エ ドモ ン トン

・アルバー タステー キ部扶助協 会の家族 の健康 教 師
、エ ドモ

ン トン第6ワ ー ド部家庭 訪 問教 師 を務 めて い る。

聖典と朝食

ゲ リー ・J・ コ ー ル マ ン

ク リスマスの 日が近か ったが 、弟 の ジェ リー と私 は、休

暇中 も働 か なけれ ば、来学 期大学 を続け ることが で きない

とい うこ とが わか っていた。それ でふ た りとも休 みに入 っ

てか ら1週 間余 分 に働 いて 、それか ら休暇 の終 りまで帰省

す る ことに した。休 暇 中ジェ リー の寮は 閉鎖 され 、私 のル
'
一 ム メイ トは帰省す るので 、私 はジェ リー を 自分のアパー

トに呼 ん だ。 ふ た りで計画 を立て た とき、.私は弟に福音 を

伝 え る機 会が あ るよ うに願 って いた。

数週 間前 、私 がバ プテス々 を受 けて末 日聖徒 イエ ス ・キ

リス ト教 会 に入つた2日 後 、私 は ジェ リー の姿 を大学 のそ

ばで見 た。家族 はみん な私 の取 った行 動 を心 配 していた。

「兄 さん
、や り抜 くつ も り?」 弟 はそ う聞 いた。

「もちろん さ
、 自分の したこ とは良か っ た と思 ってい る

よ」 と私 は返事 した。 ＼

彼 は私 の 目をの ぞ き込 む よ うに見つめ 、 「兄 さんは一 番
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の兄貴だから、正 しいと思 わなければす るはずがないよね」

と言った。 これにほ私 も同時に、ほっ と救われる思いであ

った。彼は私のことを無視 してはいない。 まだ私を尊敬 し

て くれていると思った。

私はこの福音を学んでいた数ヵ月間、 「どの教会が本当

だろう」という疑問と闘った。私の家族は互いの結びっ き

が強かった。その長 男として私は、弟や妹 たちを指導する

という自分の役 目を特に自覚 していて、.自分の しているこ

とは正 しいという絶対 の確信 をいつも求めていた。ひ とつ

の答えを求めて悩み苦 しんだあの月 日は、今でも記憶 に鮮

やかに残っている。 そうした冬のある朝、その答えは穏や

かに静かに主か ら与えられた。

その結果、私はジェリーに福音についてすべてを話 して

聞かせ たいと思 ったのである。 しか しその計画にはひとつ

障害があった。.ジェリーは夜勤で、私は 日勤になることだ

っ.た。一緒になるのは朝食 と夕食の ときだけである。

その時間は何 と敬慶になったことか。ふた りは毎 日、自

分たちの信仰についていろいろな問題を話 し合った。そし

てしば らくのため らいがあった後で、うれ しいことに、ジ

ェ リーが真理 を求め る気持になって くれた。

クリスマス休暇は、一生でも最 も充実 した経験のひとつ

となった。あの ときの話のや りとりは決 して忘れられない。

私たちは、起きているほ とんどの時間、台所の小さなテー

ブルで福音のことを討論 して過ごした。霊のごちそうに比

べれば、食事 などはほんのつけ足 しだった。

それから私 たちは帰省 したが、その ときに私 は家族 一人
一人に対 して新たな認識 を持ち

、家族に福音 を伝 える責任

を痛感 した。

ジェリーは3月 にバプテスマ を受けたb何 と素晴らしい

日だったことだろう。家族のひとりが、福音について 自分

が感 じたと同じことを感 じているのである。私たちは一緒

になって喜び、自分の希望 と兄弟姉妹たちへの関心 を語 り

あった。私たちの絆は年々強 まり、あれから姉夫婦がバプ
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テスマを受けた り，、死者のために神殿の儀式 を受けたりし

て、福音の輪が家族に広がっている。

何年も前のあのク リスマスの季節 を振 り返 るとき、福音

を人に伝えることが、，私 たちにできる一番素晴 らしい贈 ゆ

物だどいうことを今 さらながら思 うのである。

◇ ◇

ゲ リー ・.J・ コールマ ン兄弟 は現在 、スポー ケ ン ・イン

ステ ィテユー ト指 導主事 、 ワシ ン トンスポーケ ン東 ステー

キ部 第二副 ステー キ部長 を務め てい る。

あるク リスマスの

出来事

ヘ ンク ・チ ャ ー トン

私の国オランダであった本当の話である。それはクリス1

マズの翌 日、国では休 日になっている日の出来事 だった。

初等協会の子供 たちが、その 日の午後 、地域の病院に歌の

慰問に行 こうと決めていた。子供たちは教師たちと一緒に

集会所 のホールに集 まった。数人の兄弟に車の手配を頼ん

であった。子供 たちと教 師は一緒に、これからの時間に祝

福があるよう、謙遜に祈った。やがて病 院に出かける時刻'

になった。 ・

病院では、すっか り葉を落 として寒々 とした木々のわき

の車寄せに、兄弟 たちが車を止め、姉妹たちは雪道 を転ば

ないで渡れるように子供たちを誘導した。一緒に歌を歌い

患者さんたちと握手をし、クリスマスプレゼン トを渡すて

はずを、だれ もが承知 していた。一行は病院へ入っていっ

た。

兄弟たちは愛 らしい合唱団が病院に入ってい くのを見守

ったが、しばらくして、ずいぶん長 い間待 っているのに気

づ き、ひ とりが初等協会会長に尋ねた。 「いっ までの予定

なんですか。」 彼女は返事 をした。'「5時 には終わるはず

なんですよ。そうでもなければ子供 たちは疲れますか ら。」

す るとジャンセン兄弟が言っだ。 「どうですか。みなさ

ん私の家にいらっ しゃいませんか。この近 くなんです。ぜ

ひ どうぞ。」 兄弟たちは大型車一 台に乗 り込んで出かけて

いった。



子供 たちが病 院のベ ッ ドをまわって、澄 んだ声 でベ ツ レ

ヘ ムの星 と幼 な児 キ リス トを告 げ知 らせ ていた間 に、・兄弟

たちは ひ と りの兄弟 の暖か い家 で、 ク リズマスのお 菓子 を

ごちそ うにな って いた。彼 らもベ ツ レヘム の星 ど幼 な児 キ

リス トの話 をした。

それ は非常 に楽 しいひ とときで、彼 らは時間 をす っ.か り

忘 れて いた。 しか し運 よ く、5時 少 し前 に駐車場 に帰 るこ

とがで きた。 ところが 、その寒 い車寄せ に、ア ン ドリー ス

兄弟 が立 ち尽 くしていた。彼 も初等協 会会長 に 自分 の車 を

貸 したひ と りだったが 、みん なが一 緒 に楽 しい 時間 を過 ご

して いた問、 ひ と りで残 って いた。

ひ とりの兄弟が ア ン ドリース 兄弟 に近づ いて いったが 、

彼 は逃 げ るよ うに背 を向 け、 また別の兄弟 が追 いつ こ うと

、す る と、足ばや に電 話ボ ックスの中に駆 け込ん だ。 「どう

しよ う」 と友人 たちは考 え込ん で しまった。 「あや ま らな

くちゃ!」 「他意 が あったわけ じゃ ないんだ 」、 「置 き去

りにす るつ も りじゃなか ったこ とを知 って もらわ ない こ と

に は。」

ア ン ドり一 ス兄弟は電話 ボ ックスか ら出て 、 自分 の車 の

方へ歩 いて いった。何人 かの兄弟 が また後 を追 いかけ た。

「ア ン ドリー ス兄弟!」 しか しア ン ドリース兄弟 は聞 こえ

な いふ りをした。彼 が車 の ドア をバ タン と閉め ると、ひ と

りの兄弟 が ドアをあけ て言 った。 「ア ン ドリー ス兄弟 、本

当にす まなか った。で も・，… ・」

ア ン ドリー ス兄弟は ひ と言 も言わず 、反対側 の ドアか ら

車 を降 りて 、物 も言 えず に いる兄弟 たちの前 を通 りす ぎ、

病 院の 中へ 入 ってい った。

「本 当に怒 ってい るよ
。.」 ひ と りが 言った。「そ うだ な。 ・

ぼ くらが怒 らせ たん だ。」 「しか し、話 を聞 いて くれ さえ

した ら… …」， す る と招待 を した当の ジャ ンセ ン兄弟が 言

った。 「ね え、君 たち、ぼ くが悪 いんだ。行 ってあや ま.っ

て くる よ。」

しか し、ア ン ドリー ス兄弟 は彼 を避 けた。子供 た ち と教

師が戻 って くると、兄弟 たちは 自分 の車の ドアをあけた り、

子供 た ちをす わ らせ た り、教 会 まで運 転 して帰 るの にか か

りきりに なった。 彼 らは子供 た ち と教 師の はずんだお しゃ

べ りを聞 きなが ら、 ます ます気 が滅 入 って くるのだ つた。

「実 に まずか ったな
。 それ もク リス マス だ とい う・のに。 よ・

りに よって!」

ジャ ンセ ン兄弟は集会 所 でア ン ドリース兄弟 をつか まえ

よ うとしたが 、ア ン ドリー ス兄弟 は子供 たちを降 ろ して、

帰 って いった ところだっ た。

兄弟 たちは額 を集 めて 、 どうした ものか と考 えた。 ひ と

☆

州

りの 兄弟が 言った。 「思 うに 、ア ン ドリース兄弟'は非常に

怒 って、話 し合 う気 にな どとて もなれ ないん だ。」 「す ぐ

に彼 の家 に行 かな くちゃ」 と、別 の ひ と りが 言った。『 「し

か し家 に いるかな。 どこか に行 って い るか も しれない よ。」

「こん ないや な気 分 は どうにか して しまわ な くちゃ
、た ま

らん よ。」-一'一

もうすで に、子供 た ちは ほ とん ど帰 って しまってい た。

兄弟 た ちの中に奥 さんが初 等協 会の教 師 を してい る人がふ

た りいて 、彼 ら、が それ ぞれの 奥 さん に 、ア ン ドリース兄弟

の件 を話 した。そ して兄弟姉妹 は一 緒にひ ざまず き、事態

を うま く収 拾で きる良い言葉 が見つ か るよ うに と天父に願

ったので あ る。

彼 らは、は た してア ン ドリーズ 兄弟 が 自分 た ちを快 く迎

えて くれ るか心配 しなが ら、彼 の家 に向か った。 「彼 、奥

さんに 言ったか な」、 「言 うような感 じ じゃないね 」、 「着

いた ら何 て言 うん だ?」 、 「だれが 出て くるか な。」

「仲直 りの ため に来 ま した 」 とい うのが
、代 表者寮 言 う

つ も りでいた言葉 だっ た。5人 の 兄弟 とふ た りの姉妹 は、

不安 な気持 で戸 口に立 った。 家の 中には 、この同 じ寒 さの

中 を1時 間半 も待 って 、す っか り気分 を害 した兄弟 がい る

のだ。 、

戸が大 き く開 け放 たれ た。 そこには 、ア ン ドリー ス兄弟

が歓 迎 の笑み を浮 かべ て立って いた。 「どうぞ!入 って

下 さい。」

兄弟姉妹 は びっ く りしなが ら陽気 な歓迎 に応 じた。

ア ン ドリ、一 ス姉妹や 子供 た ち と挨 拶 を交わ したあ とで、

姉妹 は ち、よ うど良い と きに来 て下 さい ました と、そのわけ

を説 明 して くれ た。夫 婦 で七面 鳥 を買 って しまって、ひ と

つで いいのにふ たつ も食べ る羽 目に なった とい うこ とだっ

た。 「で も、私 には偶 然 だ と思 え ませ んわ。 ち ょ、うど良 い

ときに来 て下 さって 、手伝 って いた だけ ます もの!」 ア

ン ドリース姉妹 はそ う言い足 した。

す ぐに七面鳥 の皿が 出 され 、楽 しいお しゃべ りに花が咲'

い た。 「万事 はよ し。」 ア ン ドリース兄弟 は笑 った。'「ク

リスマ スって素晴 ら しいおね」 とア ン ドリース家 の子供 が

言 った。「「み んな一 緒 って、す て ぎ じゃな「い?」

主 は祈 りに答 え られ た。 すべ てが許 されたの だった。

新年 の第一 日曜 日の証会 に ア ≧ ドリ「 ス兄弟が立 うて証

をした。.「私 は、彼 らか ら忘れ られ たっでは.ないカ3と思 い 』

ました。 で も彼 らは 自分 た ちの したこ とに ど うして も気 が

安 ま らず 、償 い をせ ず には い られ なか ったのです。 兄弟 た

ちが 帰 っ た 後 で 、私 は心 が また暖か くな るの を覚 えま し

た。」

☆
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宣教師の母
ぺ トラ ・G・ デ ・ヘルナンデス姉妹 はメキシコ、モ ンテ レーステ
ーキ部中央支部所属の未亡人である

。4人 の子供のうち3人 が伝道
に出た。彼女は心境をこう語っている。

ベ トラ ・G・ デ ・ヘ ル ナ ン デス

私は、フロラルバ＼ローザ ・エ リダ、

ジュアン ・セル ジオ、デ リア ・パル ミ

ラという4人 の子供 に恵まれている母

親です。今か ら19年前に、私の夫 は交

通事故で亡 くな りました。その とき私

は子供たちを抱 えて、自分 を助けて下

さる神様が必要 だと感 じました。末の

娘はわずか11ヵ 月でした。

子供 たちとたったひ とりで残された

自分 を思い、ふさぎこんでいたある晩、

私はまるで人 と話 をするように、主に

祈 りました。人生の道を示 して下 さい

と願い ました。神様がお られることは

知っているのですが、 どこにお られる

かがわか りませ んとお話 しました。真

理を見つけたい、きっと見つけ ること

ができるという願い と信仰 をもって祈

りました。あの ときの祈 りは決 して忘

れ ることができません。

その祈 りの答えは、それからまもな

くしてやってきました。ある朝ふた り

の若い宣教師が家の扉 をノックして、

モルモン教会か ら、1とても大切 なお知

らせ を持 ってやってきましたとおっし

ゃるのです。私はそれ までにモルモン

のことは聞いていましたが、関心が全

然ありませんでした。でもそのときは

おふた りを家にお通 しして、最初のレ

ッスンをうかがいました。初めてのレ

ッスンを受けたとき、私はおふた りの

話は本当だと感 じました。2回 目のレ

ッスンが終わると、おふた りの言って

いることは何 もかも真実だと感 じるこ

とができました。それで私は子供たち

と一緒にバプテスマを受けたいと申 し

ました。おふた りはレッスンが全部終
㍉'わってかち とおっしゃったので

、私 た

ちはすべてのレッスンを終えてからモ

ンテレー市のローマ礼拝堂でバプテス

マ を受けました。現在はモンテレース

テーキ部に所属 してい ます。

福音 を受け入れた 日か ら、私たちの

生活はまったく変わ りまし.た。今では

神様が祈 りを聞いて下さることを確認

しています。私 はす ぐに伝道部初等協

会の第二副会長に召され、それか ら会

長に召され ました。当時は一番上の娘

だけしか働けず、大変な苦労でしたが、

ア リゾナ神殿に行 って結び固めを受け
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レ

ることができました。後でその娘はア

メ リカへ移 り、同じ仕事 の関係 でイギ

リスに渡 りました。娘はイギ リスへ行

ってす ぐ後、監督か らフルタイムの伝

道の召しを受けました。彼女は一家の

大事な働 き手であることを自覚 してい

たので、私にどう思 うか と手紙をよこ

しました。私はその手紙を読んでいた

ときに、ひとつの聖句を思い浮かべ ま

した。それは1ニ ーファイ3章7節 で、

主は必ず従 うための方法を用意された

上で、子供 たちに戒め を与えられると

いう言葉です。私は娘の手紙 を読み終

えるとす ぐに、監督には伝道に出る準

備はできています と申し上げなさい。

あなたは心配 しないで大丈夫、 と返事

しました。私たちのことは、主が必ず

守って下さるはずですか ら。

娘はアンデス伝道部に赴任しました。

アンデス伝道部は当時、ペルー とチ リ

とエクア ドルを管轄 していました。娘

がペルーの リマにいたときに大地震が

起 きて、家は倒れ、多数の死者を出 し

.ました。娘 と同僚の宣教師は そのとき

タクシーに乗っていましたが、ふた り

ともまった くの無傷 で、怖ろしさに泣

き叫びながら右往左往す る群衆 を目撃

しました。彼女に とってそれは主が主

に仕える者 を守 られるということを知

った大きな経験で した。

、娘は伝道期間中、心 と精神 と思いと

力を尽 くして働 きました。そして伝道

を終えると合衆国へ戻 り、主は彼女に

良い伴侶 を恵 まれて、オークラン ド神

殿で結婚 をしました。

もうひとりの娘のフロラルバが伝道

に出たときには、主が私たちに必要な

ものをすべて祝福 して下 さり、足 り'な

いものは何ひ とつあ りませんでした。

その後、息子のジュラン ・セルジオ

がフルタイム宣教師に召 され ました。

息子は管理機械技師の勉強があと2年

を残すだけで、教会の召 しもちょうど

同じ2年 でしたし、彼 にとっては大き

なチャレンジで した。彼は、1年 半前

にア リゾナ神殿でエ ンダウメン トを受

けていたので、私は彼 に神殿で主 と誓

約 を交わしたこと、自分は大神権者な

のだということを忘れないでと言いま

した。主は今度は彼 を、2年 間ご自分

の代表者 として召しておいでなのです。

息子はそれについて考 え、祈 り、友人

や学友の反対を受けながらも宣教師に

なるという召 しを受け入れました。彼

はメキシコ西部伝道部(セ ニ ョール州

ヘルモショ)に 派遣 されました。伝道

中に息子の知識や証は成長 しました。

彼は2支 部で支部長にな りましたし、

また宣教師として福音をまだ受けてい

ない人々にお伝 えす るのはこの上ない

機会だったと思います。彼は伝道から

帰 ると、ステーキ部の会計書記に召さ

れ、、それか ら七十人に聖任 され、次に

はモンテレーステーキ部の書記に任命

されて大祭司に も聖任 され ました。彼

は、大祭司になることが非常に大きな責

任 であることを知ってい ます。伝道で

得た経験と強い証 、それに主の霊感によ

って、彼は 自分 も主のみ旨を行なって

いけ ることを知 りました。来年には大

学を卒業しますし、将来主か らどんな

召 しを受けて もよいように、これか ら

も自分 を備 えることでしょう。

息子が伝道か ら帰って6ヵ 月後、娘

のローザ ・エ リダがフルタイムの伝道

に召されました。彼女は一度は役所に

2年 間の休職を願い出たのですが、後

顧に憂いを残 しては と退職 を決意 し、

在職8年 で得たものをそっ くり失 うこ

とになりました。彼女はメキシコ西部

伝道部へ送 られました。

このような経験 を通 じて、私 は主

が私 たちを恵み、主に仕える人々を祝

福 されるのを、この目で見てきました。
「まず神の国と神の義 とを求めなさい

。

そうすれば、これ ちのものは、すべて

添えて与えられるであろう」 という聖

句を身をもって経験 してきました。娘

のデ リア ・パル ミラだけが伝道に出て

いませんが、それは、主が召されるか

どうか、そして彼女が望むか どうかに.

よることです。現在彼女は教師をして

います。私 は彼女が福音の証 を持って

いることを知っています。私たち家族

の一致がこの福音によること、この福

音 を持 って扉をノヅクして下さったあ

のふたりの宣教 師のおかげであると、

はっきり言うことができます。去年 力

リフォルニア州のオー クランド神殿で

バ プテスマを授けて下さった長老に再

びお会いできました。 自分に福音を教

えて くれた人に会 うのは、口でばとて

も表わせないほどの喜びです。

主は、人に仕えることが主に仕 える

ことだとおっしゃいました。人に仕 え

るひ とつの方法は伝道だと思います。

シオンの母親にとって、伝道す る子供

を持つことは特権であり祝福です。主

のみわ ざを手伝っているのですから。

教会員の父母の義務のひとつは、伝道

を支え、助け、子供 を伝道に出すこと

です。子供が伝道に出るために何かの

犠牲が必要かもしれません。でも、子

供たちが どなたかの家の扉をノックす

るために、ある親たちが犠牲 を払って

いること、その扉の家のひとつがあな

たやあなたの先祖の家だったことをど

うか忘れないで下さい。私は 自分の経

験か ら、子供が伝道に出るには、い く

らかの犠牲が必要 なことを知っていま

す。でも、犠牲が祝福 をもたらすこと

も経験を通 して知っています。主は適

当なときにご自身のみ言葉を成就なさ

るのです。

私 は、この教会が真実であ り、イエ

ス ・キ リス トによって導かれているこ

とを知ってお ります。私たちがまず神

の国 と神の義を求めるなら、すべての

ものが適当なときに添えて与えられる

と、はっきり言 うことができます。そ

れが真実なことを実際に経験 したから

です・私は、主が僕や予言者 を通 じて

言ってこられたことを信頼 しています。

主がご自身や僕 を信 じる人々のために

ことをなし遂げて下さることを、私は'

よ く承知 してい ます。

これは私のささやかな証です。世の

富をどんなに積んでも買 うことのでき

ない証です。いつか主のみ前に立って、

自分の一生 と家族の生活の申し開 きを

しなければならないときがや ってきま

す。私はその ときに、 「主 よ、私は自

分の仕事 をなし遂げました」と言うこ

とがで きるように と願 っているので'

す。

553



1975年4月5日(土)第145回 年 次

総大会午前の部 にお ける説教

神 が生 きてお られ 、私 た ちの正 しい

祈 りを聞 き届 けて下 さること を知 って

い る人 には、神 に仕 える資格 があ る

私には今、出産 を控えて分娩室に運

ばれて行 く妊婦のように、 「私にはと

てもできそうにあ りません」 という気

持がある。

先日、キンボール大管長 は私 と妻 を

面接に呼び、私たちがこれまで務めて

きた奉仕の業 を広げて、さらに世 界中

の人々と交わり、影響 を与えることが

できるように したいという意向を述べ

た。驚いたことに、それまで私 たちふ

た りが抱いていた私的な計画や抱負、

それにこの世的な望みなどは一瞬の う

ちにかき消され、この地上で二度 と考

えることがなくなったのである。

ある朝、目を覚 まし、今 日は自分の

35歳の誕生 日であると気づいたとき、

私の脳裏を横切 ったのは、 「これで私

も合衆国の大統領 になれる年齢になっ

た」という思いであった。 しかしその

直後に、もうひとつのつつ ましい思い

が湧いて きた。 「その通 りだ。で も資

格があるのは年齢だけ じゃないか。」

今 日、私が持 っているひとつの資格

とは、神が実際に生 きてお られるとい

う快い確信である。すなわち、祈 りを

通して神 と語 り、神から幾度 とな く祈

りに対する答えを受け、聖 き「みたま」

の影響力を与 えられてきたとい うこと

である。これはすべての末 日聖徒が所

有 し、大切にしている資格である。

かなり前、私がステーキ部長 に召さ

れたときのことである。十二使徒評議

員会のマー ク ・E・ ピーターセン長老

から、その職に就 く資格があるか どう

か面接を受けた。その とき彼はきっぱ

りした調子でひ とつのごとを私に尋ね

た。 「バンガーター兄弟、あなたは福

音を信 じていますか。」

私は自分が理解 している範囲内では

信 じています と答えた。

すると彼は 「いいえ。私が言ってい
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影響を与える入々

るのは、ジョセブ ・フィールディング

・ス ミス大管長 と同じ位に福音を信 じ

ていますか と言 うことです」と言った。

ス ミス大管長が福音の教義 を厳しく

教えた方であることは衆知の通 りであ

る。従 ってこの質問は、山羊 と子羊を分

け るように信仰 ある者 と信仰 のない者

を選 分ける質問となったのである。

私が感謝 していることは、私 を取 り巻

く人々の生活の中か ら数 々の影響を受

けてきたことである。 その影響力のお

かげで、福音がこの末の時代に地上に

回復 され、この教会の大管長がこの地

上における神の王国を組織 し導 くため

の神権 とイエス ・キ リス トの権威を持

った予言者であるという偉大な真理 を、

私は容易に受け入れ ることができた。

恐 らく、私に もふさわ しい資格がい

くらかあったのだろうと思われる。私

の職業は大工である。私は以前ジェー

ムズ ・E・ ファウス ト兄弟が、この職

に就 くにあたって、往々にして不評 を

か うことの多い弁護士の仕事 をやめ、

悔い改めなければならないと語ったの

を記憶 している。職業か らすると彼ほ

どの悔改め を必要 とはしないが、それ

でも私 は同じように悔改め をして きた。

私は両親が、私たち11人 の子供たち

をこのような奉仕の業に召されるにふ

さわしいように育ててきたことを知っ

ている。私の母は、古代の予言者サム

エルの母、ハ ンナの精神を受け継いだ

ような立派な人である。子供 たちが何

の職に就こうとも、すでに彼 らを主 と

そのみ業のために捧げていたことを私

は子供の頃から感 じていた。私たちは

伝道に出て、熱心に働 き、しばしば祈

り、奉仕のために私 たちの生活を捧げ

るように育てられた。私がこの職を受

けることになったのは、他のだれにも

まして、両親の影響力があったか らで

ある。ウィリアム ・H・ バ ンガーター

とイザベル ・ボーデンという名前は私

にとって神聖 なものである。 それは私

の兄弟、姉妹 、親戚の者にとって も同

十二使徒評議員会補助.一 ，

ウィリアム ・グラント ・バンガーター

じことである。

人の一生はその人だけの ものではな

い。私の親 しい友人や愛する者たちが

この地球 を取 り巻 いてお り、その中に

はすでにこの世 を去った者 も数多 くい

る。私の愛する妻 ミル ドレッドも4人

の子供 を残して、すでに永遠の生命の

道に入った。そして今ではその内のひ

とりもすでに母親 と共にいる。 また現

在私には、愛す る伴侶であると同時に

奇跡の人でもある妻の ジェラルデ ィー

ンがいる。彼女に対す る私の気持は、

ペ リー長老が昨 日述べた素晴らしい証

と全 く同じである。私たちの家族 には

新たに7人 の子供が加わった。彼 らは

みな元気な愛 らしい子供で、お互いに

愛 し合い、また私 たちに も愛 を示 して

くれる。私 たちの生活は本当に恵まれ

ている。その中の6人 は今 ヨーロッパ

にお り、私 たちの帰るのを待っている。

ほかに も私 たちの周囲には少年時代、

青年時代の仲間が大勢いる。 また宣教

師時代の同僚 もいる。先程述べ たファ.

ウス ト兄弟 とも、伝道地で一緒に働い

たことがあった。ほかに も、監督会、

ステーキ部長会、伝道部長会、高等評

議員会 として共に教会の業に励んでき

た仲 間たちがいる。その数は非常に多

く、今思い出す ことがで きないほ どで

ある。 また愛す る地区代表の方々、そ

の中にはすでにその職 を解任 されてい

る人 も数多 くいる。 また折に触れて交

わることがで き、時には親密で個人的

な友好 を深めることさえで きた教会幹

部の方々。ほかにも教会の内外で、大

勢の人々の恩恵 をこうむってきた。特

にブラジルの国民の間で親交 を深め、

共に働いた数年間の素晴らしい経験の

ことを述べておきたい。今 日、この会

場に もその代表者 たちの顔を見 ること

ができるが、私が彼 らとの交流、その

ほか海外に住む人々との交流をどれだ

け楽 しみに し、また大切に してきたか、

言葉に表わすことができない。 また私

たちが家族のように親 しくしてきた宣
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教 師 も数百 人に のぼ るが 、私 たちは彼

ら一 人一 人に愛 と感謝 の気 持 を示 した

い と思 う。

ヨー ロ ッパ におけ る不動 産代理 人 と

して教 会 の ため に働 いてい るピー ター

・モー リック兄弟 か ら、以前次 の よ う

な話 を聞い た。 あ る ときモー リック兄

弟は間 もな く出発 しよ うとい う飛行 機

に乗 り込 んで いた。す る と裕福 な身 な

りの ひ と りの婦 人が たった ひ とっ だけ

残 ってい る彼 の隣の席 に着 いた。 す ぐ

前 の席からは、先程 からもくもくとタバコ

煙 のがたっていた。モー リック兄 弟か ら

は 、 「タバ コの 煙 にわずち わ されず に飛

行機 に乗れ る 日が くれば いいですね 」

と隣 の婦 人 に話 しか けた。

す る と婦 人 は 「まった く、そ うで す ゴ

わね」 と答 えた。

それか らモー リック兄弟 は何 の深 い

意味 も理 由 もな く 「ジ ョセ ブ ・フィー

ル デ ィング・ス ミスは神 の予 言者 です 」

と言 った。

す ると婦 人は彼 の方 に向き 直6て 、

記1意 をた どるよ うに繰 り返 した。 「ジ

・ヨセ ブ ・フ ィール デ ィング ・ス ミスは

神 の予言者?ジ ョセブ ・フ ィー ルデ

ィン グ ・ス ミスは神 の予言者?そ う、

思 い出 し ました わ。 あれ はテ レビを見

ていた ときの こ とです。 大会 で しょう

か 、あ る宗教 的 な集 会が行 なわれ てい

ま した。年 老い た方 が話 してお られ ま

した。 その方は私 を見つめ るように し

て 、私に 罪 を悔 い改 めて 、神 の戒め を

守 るよ うに言 われたんです。確 か 、彼

の名 前 は ジョセ ブ ・フィー ルデ ィン グ

・ス ミスだ った と思 い ます。」

神 のみ た まは、この よ うな力 を通 し

て人々の 間で働 くので ある。 同様 に 、

何 万 とい う人 々の耳に届 くこの機会 を

いた だいて 、私 も申 し上 げ たい。 ジ ョ

セブ ・フ ィール デ ィング ・ス ミス大管

長 やす でに亡 くなっ た他 の予言者 に代

わ り、現在 スペ ンサー ・W・ キンボ」

ル大管長 が神 の 予言者 であ るこ とを。

私 が こ う言 え る理 由は 、1年 前に彼が

大管長 にな った とき、主 のみ た まが ほ

とん ど耳に 聞 こえるほ どに はっ き りと

「彼 は神 の予 言者 として語 って いる」

と告 げ たか らで あ る。
レ

私がこのことを告げるとき、主のみ

たまもそれが真実であることをあなた

方に告げ ることを知っている。キンボ
ール大管長はこの教会の会員だけに与

えられた神の予言者ではない。世 界の

人々に とっても神の予言者なのである。

キンボール大管長は私 たちすべてのた

めに永遠の生命の言葉を伝える方であ

る。福音が回復され、私たちは今 、こ

の末 日に神の王国を築 く業に励んで い

る。私たちが悔い改めて、主に心を向

けない限 り、予言された災いと滅亡は

必ず起こるであろう。この災いと滅亡

によって人類が滅びることのないよう

に、神の王国が築かれているのである。

彼はこれらのことを私たちに繰 り返し

告げている。

私はこれ らのことが真実であること

をイエス ・キリス トのみ名によって証

するものである。

アーメン。

灘

繋
十二使 徒評議 貝会補 助 に召 され た ウ ィリア

ム ・グラン ト ・バ ンガー ター長 老 は、1918年

6月8日 、ユ タ州 グレンジャーで 、ヘ ン リー 、

お よび イザベ ル ・ボー デン ・バ ンガー ター を

両親 として生 まれた。バ ンガー ター姉 妹 は旧

性 ジェ ラルデ ィー ン ・ハ ンブ リン と言 い、現

在10人 の 子女に恵 まれ てい る。

教 会 におけ るバ ンガー ター長老 の活動 の中

心 はブ ラ ジル であ った。1939-41年 ま で宣教

師 としてブ ラジル伝 道部 で働 き、1958-63年

に はブ ラ ジル伝道 部長 として再 び あの広大 な

南ア メ リカの 国で働 くこ と となった。

バ ンガー ター長 老 は、1967年9月 に十二使

徒 会地 区代 表 の最 初 の グルー プの ひ と りと し

て召 されて以来 、南ア メ リカにお いて増加 す

るステーキ部や伝 道部 に指示 を与 えるため に、

しば しばブ ラ ジル を訪れ た。

最初 の伝遣 か ら戻 る と間 もな く、バ ンガー

ター長 老 は グレン ジャー ワー ド部 の監督会 で

灘 灘
巽灘灘欝難毒繊 勲
働 くよ う召 され その後 ア リゾナ州 ダ グラスワ

ー ド部 で大 祭司 グルー プ リー ダー
、YMMI

A会 長 を務め た。

ユ タ州 にあ っては 、オ キール ステーキ部お

よび ノー ス ジ ョー ダンステー キ部 のMメ ン指

導者 、ステー キ部 ア ロン神権 書記 、 グレンジ

ャー ワー ド部監 督 、ノー ス ジ ョー ダ ンステー

キ部長 、 グレン ジャー ステー キ部長 、パ イオ

ニア福祉 地区責任 者 を歴任 した。

バ ンガー ター長 老 は また 、教会 ホー ムテ ィ

ーチ ン グ委員会 お よびソル トレー ク ・シテ ィ

ーにある末 日聖徒病 院の理事 会で4年 間働 いた
。

ユ タ州マ グナの キプルス高校 を卒業 したバ

ンガー ター長 老は 、1948年 ユ タ大学で学士 号

を受 け 、後 に同大 学 の大学院 に進み 、歴 史学

を研 究 した。 また最初 の伝 道 に赴 く前 にブ リ

ガム ・ヤ ン グ大学 に入 り， 第二次世 界大 戦時1

に は空軍パ イロ ッ ト、飛行 訓練 中隊長 となっ

た。
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総大会午前の部 における説教

召 しに応 じた新 しい教会幹部一奉献

の原則 を顧み る

兄弟姉妹の皆様、・この場でお話する

のは私 と私の家族にとってまさに一大

事である。先に話されたシル兄弟に申

し上げたいのだが、私は彼の話 を必死

になって聞いていて、このままずっと

話が終わ らなければよいと願っていた。

皆様方に私の生涯のひとつの出来事

をお話 したいと思う。 それは今私の心

をかけめ ぐり、またこの数週間私の心

に去来 した事柄である。発端 となった

のはマ リオン ・T・ ロムニー氏か らの

電話であった。私が会議に臨んでいた

とき、秘書がやってきて、こう言うの

である。 「マ リオン ・T・ ロムニー さ

んか らお電話でございます。」
「その方はマ リオン ・G・ ロムニー

さんだと思 うが。」

「お話があることをお伝えすればお

わか りいただけるとのことですが。」
「わかった。」

私の秘書はロムニー副管長の秘書に

会議が終わったらこちらから電話す る

と言いたかったものと思 う。電話に出

ると、ロムニー副管長は5っ の質問を

してこられた。私が伝道に出る意志が

あるか どうか、ふさわ しい生活をして

いるか どうか、それに私の17歳 になる

息子のこと、家計の状態、健康のこと

であった。

これは私がずっと以前に学んだ自由

意志に関係することであると申し上げ

たい。すなわち、5つ の質問のどれひ

とつをとっても、もし私が否定的な返

事をしなければならなかったとした ら、

私は自由意志 を失っていたであろう。

私には経済力があったし道徳的にもふ

さわしかった。私は また、奉献の律法

を知ρていたし、その意味もつかんで

いたので、その機会に感謝した。

その後私はす ぐ妻に電話 をかけ、家

に帰った。.L・ トム ・ペ リー長老がな
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自由意志

されたように、私 も妻と話 し合 うため

だった。これまで妻 と私 は、心 をひと

つにして結婚生活 を送 ってきた6妻 は

私について世界中を回・り、これまでに

引越 した回数は15回 にのぼる。その間、

妻は2ヵ 国語 を身につけ、子供 を育て、

常に私 を励 まし支えて くれた。

海外旅行 から帰ったある日のことを

思い出す。 しばらくぶ りで我が家に帰

り、妻はひじかけ椅子に座 り、私はゆ

った りした気持で彼女に寄 りかかって

いた。 ところが妻は私にホームティー

チングが終わっているか どうか尋ねて

きた。月末が近かったのである。正直

に話そう。ホームティーチングのこ.と

な ど全 く頭になかったのである。私は

ホームティーチングに出かけた。これ

が妻か ら得た訓練である。 そのように

して、私は奉献の律法 を体得す るよう

になった。

ロムニー副管長か ら電話があってか

ら半月ほどして、再び電話があった。

今度は私が心か ら敬服 している人、ア
ーサー ・ヘ イヌ ック兄弟か らであった

。

彼 との短いや りとりが終わると、それ

からす ぐ予言者の特色のある、はっき

り七 た、響 きのある声が耳に入った。
「ヘイルズ兄弟、あなたの召 しを変

更して もよろしいですか。」

私はそれまで 自分は英国ロン ドン伝

道部に行 くもの と思っていた。しか し、

その召 しはだれかほかの人が受けたの

だろう。そう判断 した私は、 「大管長

がお遣わし下さる所でしたらどこへで

も喜んで まい ります」と答えた。
「それがソル トレー ク ・シティーで

あってもか まいませんか。」
「ええ、もちろん結構です。」
「それに3年 よりも長いのですが。」
「大管長がお望みになられ るなら何

年でもよろしゅうございます。」
「私たちはあなたに一生涯働いていた

だきたい と思っています。」

その瞬間、過去の20年 が私の前を飛

十二使徒評議員会補助

ロハー ト ・D・ ヘイルズ

び去って行 った。私 は自分が崖から落

ち、徐 々に崩れていくへ りにつかまっ

て、祈 りの中で必死に 「助けて くれ!」

と叫んでいる男のように思えた。はる

か下の岩盤を見おろす と、はっきりと

した力強い声が聞 こえて くる。「行け、

守 られているか ら大丈夫だ。」 それで

も、男は再び崖の上の方 を見上げて言

った。 「だれか上で私 を引き上げて く

れ る人はいませんか?」 ・

召しは明らかであった。私は 自分の

知識 と生涯努力を傾けてきたこととを

捨てて十二使徒補助 となることだった

のである。

私はジョセブ ・フィールディング ・

ス ミス大管長から奉献の律法について

学び、それについて若人たちに話 した

ことがある。奉献 とは何 も特別な出来

事 を指すのではなく、毎 日自らの生活

を捧げるごとである。 ジョセブ ・フィ
ールディング ・ス ミス大管長は私にご 層

のように話 して下さった。奉献 とは、

私の祖父9)ハ イラム ・ス ミスが予言者 篤

と死を共にしたように、私たちの生命

を捧げることではない。奉献 とは私た

ちの生涯であ り、 日々の生活であり、

最善 を尽 くそうと努力すること、立派

な生活 をするζと、 自分にでき得る最

高の生 き方をす ることである。

予言者は私の妻に も話 しかけて下さ

った。私たちは腕を組んだまま黙って

彼の言葉に耳を傾けた。末 日聖徒 イ：エ

ス ・キ リス ト教会にあってその任務が

どんなものであろうと、私 たちはその

ために 自分の生涯を捧げ専念する覚悟

であった。私 たちはアシュ トン長老が

教えて下さったように 自分に問うてみ

た。 「なぜ私に?」 しか し、召しを

受けてしまったのだか らそれは考えて

も仕方のないことである。

私はこのことを申し上げたい。私た

ちが 自分の命 を捧 げるということは、

死をもってで も、ある特別な出来事 を通

してでもない。私 たちはそのことを毎



一
日'求め られているのである。

十二使徒会地区代表の任 にあった過去

5年余りの間、私は主の特別な証 し人 と

呼ばれているこれ らの方々を見つめ共

に働 くこ とによって、私の心の鋼 に焼

きを入れ、それを堅 固なもの とすること

ができた。彼 らは接す る神権者 を知 り、

教え、訓練す ることのできる方々である。

あなたはこの方々がステーキ部が組

織される日曜 日ごとに啓示 を受けてお

られ ることに気づいてお られるだろう

か。十二使徒 会地区代表 として、聖霊に

代 わって語 る使徒たちの祈 りに加わ り

共にひざまず くとき、私たちは共に、

神 が生きておられ、イエスがキリス ト

であ り、また今 日この場に神の予言者

と特別の証 し人をいただいていることを

知 ることができるのである。この証 し人

たちは、その声に耳を傾けさえすれば、

私たちを指導 して下さるのである。

私は主に、これらの方々と同じよう

に人々を高揚する模範 となれるように

と祈 り求めている。17歳 の息子が私 に

向かってこのように言った。 「お父さ

ん、お父 さんは本当に 自分があの人た

ちのようになれると思っているの?」

もちろん実際はもう少 し穏やかな言

い方をして くれたのだが。 しか し私 は

自分の生涯を捧げることを考 えたとき、

すべ ての教会幹部の指示の下に働 き、

ひとつ となって働 くことができるよう

助けを求めるなら、主のみ手にある器

になることができると思った。

コリント人への第一の手紙の中でパ

ゥ台が宣言 しているように、私は 自分

の生涯を捧 げて奉仕する覚悟 である。
「そして、わたしの言葉 もわたしの宣

教 も、巧みな知恵の言葉によらないで、

霊 と力との証明によったのである。

それは、あなた方の信仰が人の知恵

によらないで、神の力によるもの とな

るためであった。」(1コ リン ト2：4、

5)

今 日の私を築いて下 さったすべての

方々の上 に主の祝福があるよう祈るも

のである。初等協会、日曜学校の教師

の方々をはじめ として、私 に教 え、.私

の生涯の模範 となっている真に 「善 い

父母 」である両親、信仰 と教会におけ

る奉仕の上で常に私の模範 となってき

た兄 と姉、それに私 の妻 と息子たちで

ある。息子のひとりスティーブンは伝

道中であ り、もうひ とりのデビジドは

私 と共にソル トレーク ・シティーに住

んでいる。私にとって彼 らは大 きな力

となっている。

私は主の祝福があって、私が十二使

徒 の方々やすべての教会幹部の方々、

兄弟姉妹の皆様方と目的の上でひとつ

となれるように願っている。 また私は

神権者の方々に、皆様方の うちだれひ

とりとして今 日この場に偶然集ってお

られる方はいないことを申し上げたい。

人は 「なぜ私に?1」 と考 えるべ きでは

ない。それは考 えても仕方のないこと

である。私は予言者が言われたように

過去の生活を忘れ、時間 と才能 と努力

のすべてを結集 して主のみ業のために

捧げる覚悟である。以上のことをイエ

ス・キ リス トのみ名により申し上げる。

アーメン。

ロバ ー ト・デ ィー ン ・ヘ イルズ長老 は、1932

年8月24日 に ニ ュ ー ヨー ク州 ニ ュー ヨー ク

市 で ジョン ・ルー ロ ン とべ ラ ・マ リー ・ホル

ブル ク ・ヘ イル ズ を両親 と・して生 まれ た。ヘ

イルズ姉妹 は旧姓 メア リー ・エ レン ・クラン

ドール と言い，現在 ふ た りの息子 に恵 まれて

いる。

ヘ イル ズ長老 は1970年8月27日 か ら教 会 幹

部 に召 され るまで、十二使徒 会地 区代 表 とし

て働 い た。

彼 は米 国空軍 で働 いてい た関係上 、合衆 国、

英国 、 ドイ ツ、スペ インな どで教会 に奉仕 す

る機 会 を得 た。

ヘ イル ズ長老 は ジ ョー ジア州 のアルバ ニー 、

マサチ ューセ ッツ州 の ウェ ス トン 、 ドイツの

フ ランクフル ト、スペ イ ンのセ ビ リアの各 支

部 長 、フラ ンクフル ト、シカ ゴ、ウェス トンの

各 監督 、ボス トンス テーキ部 の副ス テー キ部

長、ロン ドン ・イングラン ドステーキ部の高

等評議 員、マサチューセ ッツ州ケンブ リッジ

の長老定員会会長 を歴任 した。またカ リフォ

ルニア州 ダウニーではセ ミナ リーのクラスを

教 えたこともあった。

ニューヨー ク州ロングアイラン ドのグレイ

トネック高校を卒業 した後、1954年 ユタ大学

を卒業 し、1960年 はハーバー ド大学か ら業務

管理科の修士号 を受けた。

また空軍ではジェッ ト飛行士であった。

ヘイルズ長老はチーズブロウ ・ポン ド会社

に入 る前、マ ックスファクター社副社長、ヒ

ューズ放送会社社長、ペーパー ・メー ト会社

社長 を歴任 、スペインにおいてはジレット安

全カ ミソリ社の支配人、また英国、 ドイツに

おいては同社の販売取締役であった。

またヘイルズ長老はユタ大学の国家諮問評

議会の一員でもある。
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総大会午後の部 における説教

良い息子を持った母

十二使徒評議員会補助

ア ドニー ・Y・ 小松

教会は私たちがよりよい人間とな り、

永遠の生命 を得るために必要な教育の

場を提供 して くれる

私は皆様方に、イエス ・キ リス トの

福音が真実であることと私がこの教会

に改宗 したいきさつを、心か らへ りく

だって証申し上げたいと思 う。

私は34年 余 り前、まだ高 等 学校 の

学生だった頃、初めて宣教師に会った。

その宣教師は私 を珂IAに 誘い、バス

ケ ットガールのチーゴムに入るように と

勧めた。教会のことは何 も知 らなかっ

たが、私はバスケッ トボールが非常に

好 きだったので、MIAに 集った。そ

れか ら私は 日曜学校に も、聖餐会に も

出席す るようになった。

1年 間教会に集って宣教師 と一緒に

福音 を勉強し、ジョセブ ・ス ミスの見

神の話 を読んだ後、私はバプテスマを

受けて教会に入るようにという誘いを

受け入れた。その夜、私はバプテスマ

を受けようと決心 して家に帰 り、未亡

人の母にバプテスマの許 しを請 うた。

母の目にあふれる涙を見た私は、な

ぜ泣 くのかそのわけを尋ねた。すると

母は 「うれしくて泣 くん じゃありませ

んよ。悲 しいんですよ」と答えたのであ

る。母にしてみれば、またひとりの息子

、を失ったと思ったからである。未亡人

の母はすでにひとりの息子(私 の兄)を

亡 くしていた。そこで、母は私 までキ

リス ト教会に取られてしまうと言った。

後になって話 して くれたが、母は父

が死ぬ とき、子供たちを必ず立派な仏

教徒 にします と約束したのだった。私

はす ぐ母に、宣教師たちと交わってい

たこの1年 間、いつ も自分が高め られ

悪いことは何 ひとつ学ばなかったこと

を話 して、安心させた。

そして、もしバプテスマ を受けた後、

母 を困 らせた り、恥ずか しい思いをさ

せた り、不名誉な行 ないをしたなら、

教会に行 くことを禁止してもよい、口

答えはせずに母の望みに従います 、と

約束した。

しかし、その一方ではこうく言った。

もしよい人間になって未亡人の母 を大

切にし、家族や弟や妹の面倒 をよ く見

られるようになったら、こう言います。
「ずっと続けて教会に行かせて下 さい。

教会は永遠の生命を受けるために勉強

できるところなのです。」

教会を離れる必要がなかったことと、

母 を心配させ るような行 ないをしなか

ったことが、今の私の証である。それ

か らは、宣教師か ら教えられた福音の

原則に従って生活 し、自'分でも原則を

学んで、天父から、将来心配すること

は何ひとつないという確信 を得た。

私はバプテスマを受けてか ら、ずっ

と福音の原則を実行 してきた。マタイ

伝のこの聖句は、私の好 きな聖句であ

る。 「まず神の国 と神の義 とを求めな

さい。そうすれば、これらの ものは、

すべて添えて与えられ るであろう。」

(マタイ6： 』33)

私はこれまでの教会員生活を通 じて、

召 しが来たときはいつでも決 してその

召 しを拒まないように努めてきた。福

音の原則に従 って生活す るとき、主は

必ず祝福 を与 えて下 さったのである。

こうして、私は 自分が持 つている聖な

る神権 を正 しく理解できるようになっ

た。

今 日世界に出かけている宣教師と同

じように、ハワイを訪れて私 に福音の

原則 を教 えて くれた宣教 師たちに感謝

している。 また私の交わってきた多 く

の教会員が福音の原則は もちろん、指

導者 としてのあ り方 をも教えて くれた

ことに感謝 している。

また、私 はモルモンの家庭でひとつ

となって生活 してこられたことに対 し、

心か ら家族に感謝 している。

私 は今 日皆様方に、へ り下って証を

述べ たいと思 う。私は神が生 きてお ら

れぐ私 たちの祈 りに答 えて下 さること

を知 っている。 また、イエスはキ リス

トであり、御父の生みたもう独 り子、

世 の救い主である。 ジョセブ ・ス ミス

は まさしく主の器であり、全人類の救

いのためにイエス ・キ リス トの福音を

完全な状態で回復す るよう委任 されて

いた。

ジョセブ ・ス ミスに続 く教会の歴代.

大管長は皆 、神か ら召された方であり、

スペ ンサー ・W・ キンボール大管長は

まさに今 日の生ける予言者である。

これ らの証をイエス ・キ リス トのみ

名によりへ りくだ り申し上げる。アー

メン。

1975年4月6日(日)145回 年次

総大会午後の部における説教

証に錨をおろす 十二使徒評議員会補助

ジ ョセ フ ・B・ ワ ース リン

家族 と友人 をたたえる新 しい教会幹部

愛ずる兄弟姉妹の皆様、私はこの聖

なる場に臨んで、光栄を感 じると同時

に心がへりくだるのを覚える。キンボール

大管長か ら.電話を受けたのは、1週間前

の木曜 日であった。「奥さんと御一緒に

私の ところに来ていただける時間はご

ざいませ んか?」 私 は思った。時間

ならあり余 るほ どある。しか し、予言者

が一体私に何 を?」

実際、私は取るもの もとりあえず大

管長のもとへ行 った。皆様 も私 の立場

に立ったなら、きっとそうされたと思

う。私はキンボール大管長から自分の

責任のことを聞いたとき非常に驚いた

が、もちろんす ぐに受け入れた。

大管長の事務所 を去 るときも私はま
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一
だ動揺 していた。一体 自分に何が起こ

ったのか全 く信 じられなかった。地震

があったのは、それか らちょうど3時

間27分 後のことであった。(そ の日地

震があった。震源地はアイダホのマ ラ

ドであったが、ソル トレークで も感 じ

られた。)・この地震で、はた と私は現

実に返った。

す ぐれた人物のひとりであるブライ

アン ト・S・ ヒンクレーは、何年か前、

私 の父について 「今世紀 まれに見 る思

慮分別 を具えた人物であると，」記 して
いる。(ト ーマス ・カーライルより)

私 はこの点について、キンボール大管

長 にも向 じことが言えると思 う。

子供の頃、私 は父のひざもとで、謙

遜で熱心 な信頼できる人物になるよう

に、僕である教会幹部 を敬 うようにと

いう教 えを受けた。私は家名 を汚す ま・

いと吟つ も心 に思っている。

私はこれまでの生涯をふた りの素晴

らしい女性に囲まれて送 ってきた。そ

のひとりである私の母は、私 を産み、

真理 と義の道に沿って育てて くれた。

家の中には霊性 と愛 と気品が漂ってい

た。母 はどんな仕事 をす るときにも決

して不正を許さなかったし、物事 を成

し遂げるのにだらだらと時間をかけ過

ぎることのないよ5に と教 えた。私の

伴侶であり妻であるエ リザは天父が創

造されたひときわ高貴なもののひとり

である。私は妻を愛し尊敬 している。

妻は絶えず献身的に私 を支え励まして

くれた。彼女の性格はかの りベ カのよ

うであ り、開拓者であった彼女の祖母

のそれに似ている。妻は積極的で 自己

を克服で きる人であ ワ、完 き信仰 を持

ち、福音で言う偉大な愛の持 ち主であ

る。私 はいつ も妻か ら霊感 を受けてき

た。私は妻 を養 い育てて くれた妻の両

親に賞賛の言葉を送 りたい。'

私は8人 の子供 たちに感謝 し、彼 ら

を愛 している。子供たちが正 しい生活

を送っていることは、私 たちに とって

喜 びと幸福以外の何物でもない。 また

私は、教会や地域社会にあって人々の

ために奉仕 してお られ る兄弟姉妹を心

から尊敬 している。

今私は、学校において、特に教会に

おいて私に遊ぶこと一 実際は人生 と

いうゲームをどう行 なうか ということ

であるが一 を教 えて くれた体育のコ
ーチ と多 くの立派な教師たちのことを

考えている。私のプライマ リーの教師

はロムニー姉妹であ り、私 を宣教師に

推薦 して下さった監督はマ リオン ・G
・ロムニー副管長であった。

今 日、私は共に働いて きた教会での

多 くの立派な兄弟たちを思 うにつけ、

私 を高める素晴 らしい影響 を与えて く

れた彼らを心か ら尊敬 しないではいら

れないのである。

教会の 日曜学校 の組織に私は非常な

親 しみを感 じている。ラッセル ・M・

ネルソン会長 をはじめとして、優 れた

ふた りの副会長 と有能で霊感 を受けた

管理会の指導の下に、日曜学校は教会

における伝道の業 を実 りあるもの とし、

また援：助す るために多 くの働 きをなす

であろう。 ・

スイスとドイツでの伝道は楽 しかっ

た。スイスのバーゼルを列車で去ると

き、あふれる涙が とめ どもな く頬を流

れた。 というのはその とき私は 自分の

伝道期間が終わったことを知 っていた

か らである。私は、彼 らの持つ多 くの優

れた国民性からドイツの人々もスイスの

人々も愛していた。私はきわめて厳密で

あ りなが ら、それでいて非常に表現性

に富んだ彼 らの言葉が好きである。

私の生涯はまさに、神が生 きてお ら

れ、イエスがキ リス トであるという証

に錨 をおろしている。私 は自分の持つ

神権 を尊んでいる。私は病 人を癒す と

き、それに神権の大いなる力を見てき

た。主のみたまは主の僕 たちにささや

きかけている。私 たちにはそのささや

きに耳を傾ける責任 がある。私はこの

ことを知 っている。私はきょう皆様方に、

ジョセブ ・ス ミスが予言者であ り、彼

を通 してまた啓示によって、この偉：大

な教会が回復され組織されたことを証

申し上げる。私はキンボール大管長 と

教会幹部である兄弟たち全員に対して、

自分の生涯 と働 きを捧げることを心か

ら申し上げたい。私は大管長の望 まれ

る所に行 き、この地上に神の王国を築

くため最善 を尽 くす覚悟である。イエ

ス・キリス トのみ名によって、アーメン。

ぎ'

嚇

獅 灘灘灘畿
ジョセ ブ ・ビ トナー ・ワー ス リン長 老は、

19f7年6月11日 、 ソル トレー ク ・シティーに

おいて ジ ョセ ブ ・Lと マ ドリー ヌ ・ビ トナー

・ワー ス リンを両親 として生 まれ た
。

ワー ス リン長 老の父親 は9年 半 を管理 監督

として 、14年 間 を管理 監督会副 監督 として仕

えた人で あ る。

ワース リン長 老は ソル トレー ク神 殿 にお い

て、旧姓エ リサ ・ヤ ング ・ロジャー ズ姉妹 と

結婚 したげ現 在8人 の子供 に恵 まれて いる。

ワース リン長老 は イー グルス カウ トであ り、

若 い頃 ドイツ.オ ー ス トリア 、スイス で伝 道

した。1947年 にボネビルワー ド部の副監督に

なるまでは、ステーキ部やワー ド部の補助組

織で働 いた。1955年 一64年 にはワー ド部監督

を務め、後にはボネビルステーキ部の高等評

議員 として働いた。1971年6月27日 に 日曜学

校 中央管理会第一副会長に召されるまで、ス

テーキ部の第一副ステーキ部長 を務めている。

ワース リン長老は1941年 、ユタ大学の商業

経営学科 を卒業した。ユ タ大学ではフットボ
ールチームのハーフ・バ ックとして活躍した

。

またボネビルナイフ ・アンド・フォーククラブおよ

びソル トレークテニスクラブの会員でもある。
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★私の証
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岡町 ワー ド部 伊 藤 清

私は生 まれたときか ら全然目が見えません

で した。子供のころ生活は貧しく､罫 も牛乳

配達 をして､家 計 を助けたこ とがありました。

盲学校に通っていたときも､お 弁当を持って

行 けない日がたびたびあ りました。 そんな 日

は､み んなが食事 をしているとき､そ こを抜

け出 して音楽室へ行 き､ピ アノをたたいて時

を過 ごしていました。あるとき､そ れ を知っ

た先生が､｢ピ アノを練習しませんか｣と 声を

かけて くださいました。それから正 しい弾 き

方を学びはじめました。

ある日､私 たちの学校に､駐 留軍の米人が

慰問にいらっしゃいました。先生は私にピアノ

を弾 くようにとおっしゃり､彼 らの前で演奏

しました。会の後で､ひ とりの米人が､｢も

しハモン ドオルガンを勉強したいのなら､私

が教 えてあげよう｣と 申出て くださいました。

その方は従軍牧師で した。

私 は毎週彼か らオルガンを習いました。彼

は日本語がで きませんでしたか ら､私 が英語

を勉強せねばな りませんで した。言葉はなか

なか通 じませんでしたが､私 たちの心は通い

あい楽 しい日々を送っていました。

そんなある日､電 車の中で､ふ た りの外人

か ら声をかけられました。彼 らは末 日聖徒イ

エス･キ･リ ス ト教会の宣教師で した。｢教 会

に来て神様のことを勉強 しませんか｣と いう

お誘いを受けました。私 はさっそ くこの こと
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を牧師に相談 しました。彼 は｢そ の教会は､

私の教会ではないが､も し行 ってみたいのな

ら私が連れて行 って､そ この宣教師にあなた

のことを紹介 してあげ よう｣と 言って くださ

いました。それから私は福音について学びは

じめました。人は生まれる前に どこにいて､

なぜ この地上に来ているのか､ま た死んでか

らどこへ行 くのかにつ いて教わ りました。

福音 を勉強 し､神 様がおっ しゃった戒めを

守 り､お 祈 りしました。やがてこれは神様の

本 当の教会にちがいないとわか り､バ プテス

マを受けました。

教会では私にオルガニス トの責任 を くださ

いました。讃美歌は見えませんから､ど なた ､

かに弾いていただいて､そ れ を聞 きながら覚

えました。教会に行 ってオルガンを弾き､兄

弟姉妹 と親 しくおつき合いで きる生活は､私

に新 しい人生をもたらして くれました。身障

者がたびたび外出するのを家族の者は喜びま

せんで したが､私 は教会に行 くのを楽 しみに

していました。 あるとき､教 会へ行 く途中､

電車を降 りたところ､激 しい雨に出会ってし

まいまし.た。雨の音とこれは急いで歩かねば

とあせ る心 とで､私 は道がわからな くなって

しまいました。やっ との思 いで教会にた どり

ついた ときは､全 身びしょぬれで した。しか

しもっと悲 しいことがあ りました。集会に遅

れてしまったこ とです。 私はか らだが 不 自

由なので､遅 刻 をしないように､い つも早め

に家を出ていました。 この 日もそうしました

が､雨 に打たれて道に迷 い､と うとう開会に

間に合いませんで した。 オルガニス トとして

開会の讃美歌 を弾く大切 な責任を果 たせ ないで

みなさんに迷惑をかけて しまいました。兄弟

姉妹にお詫びをしてから閉会の讃美歌 を弾か

せていただきました。

神様の福音と､兄 弟姉妹の愛に助けられ､

私は楽 しい教会員生活を続けていました。や

がて教会で知 り合った姉妹 と結婚 し､子 供に

も恵まれました。夫 として､父 親 としての責

任 も加 わり､さ らに充実 した日を送っていま

した。

数年前 大阪市で､目 の見えない人々で も､

角膜を移植すれば見えるようになるかもしれ

ない と､移植希望者の募集がは じまりました。

私 もその検査 を受けて見ようと思いました。

私 たち盲人にとって､も しか したら目が見え

るようになるか も知れないという知 らせが どん
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